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は
じ
め
に

　

植
民
地
期
朝
鮮
に
お
い
て
、
朝
鮮
総
督
府
︵
以
下
、
総
督
府
と
す
る
︶
は
道
路
建
設
、
河
川
改
修
、
港
湾
建
設
、
市
街
地
整
理
、
上
水

道
、
下
水
道
、
災
害
復
旧
な
ど
、
大
規
模
な
土
木
事
業
を
行
っ
た
。
こ
の
た
め
、
総
督
府
に
内
務
局
土
木
課
︵
一
時
は
土
木
部
︶
を
置

き
、
全
国
に
土
木
出
張
所
を
設
置
し
た
。
こ
れ
ら
の
過
程
で
、
総
督
府
に
は
土
木
技
術
者
を
中
心
に
土
木
官
僚
と
も
よ
べ
る
階
層
が
形
成

さ
れ
た
。
総
督
府
の
土
木
事
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
各
々
の
業
種
別
の
工
事
の
分
析
が
必
要
で
あ
る
。
そ

の
一
方
で
、
こ
う
し
た
工
事
を
担
当
し
た
土
木
官
僚
の
実
態
解
明
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
私
は
先
に
総
督
府
の
職
員
録
を
も
と
に
、
土
木
官
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僚
︵
長
官
・
部
長
・
局
長
、
土
木
課
長
、
事
務
官
・
土
木
事
務
官
、
出
張
所
所
長
、
技
師
、
技
手
︶
の
実
態
と
特
徴
を
明
ら
か
に
し
た1

。

し
か
し
、
こ
の
中
で
は
特
定
の
個
人
を
取
上
げ
て
、
そ
の
行
動
と
思
想
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　

総
督
府
の
土
木
官
僚
を
研
究
す
る
場
合
、
ま
ず
一
七
名
の
土
木
関
連
の
長
官
・
部
長
・
局
長
の
分
析
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
在

の
と
こ
ろ
い
ず
れ
も
十
分
な
史
料
が
な
い
。
次
い
で
専
門
職
と
し
て
最
高
位
に
あ
っ
た
一
二
名
の
土
木
関
連
課
長
が
重
要
で
あ
る
。
し
か

し
、
こ
れ
も
い
ま
だ
十
分
な
史
料
が
発
掘
さ
れ
て
い
な
い
。
次
の
レ
ベ
ル
と
し
て
は
、
三
八
名
の
土
木
出
張
所
所
長
が
い
る
。
植
民
地
期

に
出
張
所
は
合
計
二
一
个
所
が
置
か
れ
た
が
、
こ
の
中
で
特
に
重
要
な
地
位
に
あ
っ
た
の
が
、
京
城
出
張
所
と
釜
山
出
張
所
で
あ
る
。
京

城
出
張
所
の
所
長
は
計
七
名
、
釜
山
出
張
所
の
所
長
は
計
四
名
で
あ
る
。
京
城
出
張
所
は
朝
鮮
の
中
心
で
あ
る
た
め
重
視
さ
れ
、
ま
た
釜

山
出
張
所
も
こ
れ
と
並
ん
で
重
要
で
あ
る
。
こ
の
役
職
を
経
て
、
二
名
︵
榛
葉
孝
平
、
横
井
増
治
︶
が
土
木
課
長
に
就
任
し
た2

。

　

本
間
徳
雄
︵
一
八
八
九
～
一
九
七
四
︶
は
京
城
出
張
所
所
長
を
一
九
二
五
年
か
ら
一
九
三
二
年
ま
で
七
年
間
に
亘
っ
て
務
め
、
三
八
名

の
土
木
出
張
所
所
長
の
中
で
も
き
わ
め
て
重
要
な
地
位
に
あ
っ
た
。
し
か
も
、
幸
い
な
こ
と
に
、
死
後
に
妻
が
回
想
録
を
編
纂
し3

、
表
１

の
よ
う
に
比
較
的
多
く
の
本
間
の
著
述
が
残
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
関
連
史
料
を
中
心
に
、
土
木
官
僚
の
一
事
例

研
究
と
し
て
、
本
間
徳
雄
︵
以
下
、
本
間
と
す
る
︶
を
取
上
げ
る
。

　

本
間
は
一
九
一
五
年
か
ら
一
九
三
三
年
ま
で
一
八
年
間
、
朝
鮮
で
土
木
事
業
に
従
事
し
、
そ
の
後
﹁
満
洲
国
﹂︵
以
下
、
括
弧
は
省
略

す
る
︶
に
移
り
、
敗
戦
時
ま
で
の
一
二
年
間
は
最
高
級
の
土
木
技
術
者
の
一
人
だ
っ
た
。
ま
た
、
敗
戦
後
は
一
時
中
国
に
抑
留
さ
れ
て
日

本
の
土
木
技
術
を
伝
え
、
日
本
に
引
揚
げ
た
後
も
日
本
で
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
を
設
立
し
て
建
設
事
業
に
携
わ
っ
た
。
い
わ
ば
、
戦

2（　）
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表１・本間徳雄の著作

番号 表　　　題 刊行物名 巻号・発行所 年　月

1 大同橋に就て 朝鮮 102 号 1923 年 10 月

2 今日こそ京城都市計画の好機である 朝鮮と建築 ５輯７号 1926 年 7 月

3 工事監督について 朝鮮土木建築協会会報 104 号 1927 年 1 月

4 漢江改修計画に就て 朝鮮土木建築協会会報 111 号 1927 年 8 月

5 京城の都市計画に就いて 朝鮮と建築 ８輯 4号 1929 年４月

6 富国の源、科学智識 朝鮮土木建築協会会報 160 号 1931 年 7 月

7 錦江橋の設計概況 朝鮮土木建築協会会報 162 号 1932 年 2 月

8 朝鮮総督府京城土木出張所の事業（一）土木建築工事画報 ８巻３号 1932 年 3 月

9 朝鮮総督府京城土木出張所の事業（二）土木建築工事画報 ８巻４号 1932 年 4 月

10 満洲の河川調べ 朝鮮及満洲 342 号 1936 年 5 月

11 第二松花江発電計画に就て 工事の友 ９巻３号 1937 年 11 月

12 松花江水力発電計画に就て 満州の技術 15 巻不明 1938 年不明

13 巻頭の辞 建設 ４巻 3号 1939 年 4 月

14 満洲水力電気事業に就て 土木学会誌 25 巻 4 号 1939 年 4 月

15 満洲水力電気事業に就て 満洲の技術 17 巻不明（132 号）1940 年不明

16 満洲水力電気事業に就て 国立中央博物館時報 ５号 1940 年 5 月

17 素人将棋の話 カナオ会報 ６号 1942 年 1 月

18 素人将棋の話 土木満洲 ２巻２・３・４号 1942 年 4 月

19 就任の辞 土木満洲 ３巻４号 1943 年 8 月

20 年頭所感 土木満洲 ４巻１・2号 1944 年 2 月

21 発電水力の歴史を語る座談会 発電水力 15 号 1955 年 3 月

22 発電水力の歴史を語る座談会（続） 発電水力 16 号 1955 年 5 月

23 豊満ダム あゝ満州 同刊行委員会 1964 年

24 満州工業の姿 あゝ満州 同刊行委員会 1964 年

25 巨大な電源開発 あゝ満州 同刊行委員会 1964 年

26 溥儀執政のことなど 原口忠次郎の横顔 同刊行委員会 1966 年

27 朝鮮の土木事業について 朝鮮の国土開発 友邦協会 1967 年

28 朝鮮の洪水回顧 朝鮮の国土開発 友邦協会 1967 年

29 身辺雑記 カナオ会報 9号 1968 年 5 月

30 本間家の栄枯盛衰七百年 カナオ会報 9号 1968 年 5 月

31 関東軍特務部時代の秋山中佐を偲ぶ 秋山徳三郎君の思い出 新光道路 1968 年

32 電源開発 満州国史・各論 満蒙同胞援護会 1971 年

33 満州における満州国工事・座談会記録（３）日本土木建設業史 技報堂 1971 年

34 概説 豊満ダム 大豊建設 1979 年

35 豊満ダム 豊満ダム 大豊建設 1979 年

「カナオ会報」は、本間美保子編『本間徳雄を偲んで』（同人、1977 年）所収。筆者作成。
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前
・
戦
後
を
通
じ
て
、
朝
鮮
、
満
洲
国
、
中
国
、
日
本
の
四
地
域
で
土
木
事
業
に
従
事
し
た
、
稀
有
な
土
木
技
術
者
で
あ
る
。
先
行
研
究

と
し
て
、
本
間
を
対
象
に
し
た
研
究
論
文
は
皆
無
で
あ
る
。
本
稿
で
は
彼
の
生
涯
を
辿
り
な
が
ら
、
四
つ
の
地
域
に
お
け
る
彼
の
土
木
活

動
の
具
体
的
な
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
れ
を
通
じ
て
総
督
府
の
土
木
官
僚
の
具
体
的
な
活
動
の
実
態
を
解
明
し
、
今
後
進
め
ら
れ
る

で
あ
ろ
う
土
木
官
僚
研
究
の
基
礎
的
な
作
業
を
行
な
う
。

一
・
朝
鮮
に
お
け
る
活
動

（
１
）
技
手
、
技
師
と
し
て
の
活
動

　

本
間
は
一
八
八
九
年
九
月
、
新
潟
県
中
蒲
原
郡
横
越
村
︵
現
在
の
新
潟
市
︶
に
生
ま
れ
た
。
一
四
人
兄
弟
の
末
子
で
あ
る
。
本
間
の
兄

︵
長
男
︶
の
息
子
、
つ
ま
り
甥
が
本
間
孝
義
︵
以
下
、
孝
義
と
す
る
︶
で
あ
る
。
一
八
八
五
年
に
生
れ
た
甥
で
、
徳
雄
よ
り
四
歳
上
の
孝

義
は
、
新
潟
中
学
、
七
高
を
経
て
、
一
九
〇
三
年
に
東
京
帝
国
大
学
工
学
部
土
木
科
に
入
学
し
た
。
逓
信
省
臨
時
発
電
水
力
調
査
局
技
師

を
経
て
、
一
九
一
三
年
に
孝
義
は
総
督
府
土
木
局
に
勤
務
し
た4

。
本
間
は
こ
の
四
歳
上
の
甥
の
影
響
を
強
く
受
け
た
と
思
わ
れ
、
後
に
孝

義
と
同
じ
土
木
技
術
者
へ
の
道
を
歩
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　

本
間
は
一
九
〇
四
年
に
新
潟
中
学
に
入
学
し
、
一
九
〇
七
年
七
月
に
第
一
高
等
学
校
二
部
甲
を
卒
業
し
た
。
本
間
は
一
九
〇
七
年
に
東

京
帝
国
大
学
工
学
部
土
木
科
に
入
学
し
た
。
本
間
は
大
学
二
年
終
了
後
の
夏
休
み
に
総
督
府
の
測
量
実
習
に
行
っ
た5

。
こ
れ
は
甥
で
あ
る

孝
義
の
紹
介
だ
ろ
う
が
、
お
そ
ら
く
こ
れ
が
後
に
総
督
府
に
赴
任
す
る
契
機
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
本
間
は
一
九
一
五
年
七
月
に
同
大

4（　）
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学
を
卒
業
し
た
。
同
期
生
は
四
二
名
で
あ
り
、
こ
の
中
に

は
、
内
海
清
温
︵
後
に
電
源
開
発
会
社
総
裁
︶、
高
橋
三
郎

︵
後
に
発
電
水
力
協
会
会
長
︶、
田
淵
寿
郎
︵
後
に
名
古
屋
市

技
監
︶、
萩
原
俊
一
︵
後
に
東
北
振
興
電
力
会
社
理
事
︶
ら

が
い
た
。
ま
た
、
東
京
帝
国
大
学
の
一
年
先
輩
に
久
保
田
豊

︵
後
に
鴨
緑
江
水
電
社
長
︶
が
、
二
年
先
輩
に
一
九
一
三
年

に
総
督
府
に
赴
任
し
た
、
大
島
清
一
、
花
井
又
太
郎
、
横
井

増
治
︵
後
に
総
督
府
土
木
課
長
︶
が
い
た6

。

　

本
間
は
卒
業
と
同
時
に
、
一
九
一
五
年
七
月
総
督
府
土
木

局
に
赴
任
し
た7

。
本
間
の
総
督
府
に
お
け
る
経
歴
は
、
表
２

の
通
り
で
あ
る
。
技
手
を
経
て
、
一
九
一
八
年
五
月
か
ら
は

技
師
と
な
る
。
一
九
一
〇
年
代
の
本
間
に
つ
い
て
は
不
明
な

部
分
が
多
い
。
本
間
は
土
木
課
に
在
籍
中
、
漢
江
人
道
橋
工

事
に
関
与
し
た
と
思
わ
れ
る
。
明
確
な
史
料
は
な
い
が
、
後

述
す
る
よ
う
に
一
九
二
五
年
七
月
に
漢
江
が
大
豪
雨
に
見
舞

表２・朝鮮総督府での本間徳雄の経歴（1916 ～ 1932 年）

番号 年　月 担　当 職位 等級 上　　司

1 1916 年 5 月 土木課 技手 持地六三郎土木局長

2 1917 年 5 月 土木課 技手 持地六三郎土木局長

3 1918 年 5 月 土木課 技師 ７等 10 級 宇佐美勝夫土木局長

4 1919 年 5 月 土木課 技師 ７等 9級 宇佐美勝夫土木局長

5 1920 年 5 月 土木課 技師 ６等 8級 西村保吉土木部長

6 1921 年 7 月 大同江出張所所長 技師 ６等７級 原静雄土木部長

7 1922 年 7 月 大同江出張所所長 技師 ５等６級 原静雄土木部長

8 1923 年 7 月 大同江出張所所長 技師 ４等５級 原静雄土木部長

9 1924 年 7 月 工事課 技師 ４等５級 原静雄土木部長

10 1925 年 7 月 京城出張所所長 技師 ４等４級 生田清三郎内務局長

11 1926 年 7 月 京城出張所所長 技師 ４等４級 生田清三郎内務局長

12 1927 年 7 月 京城出張所所長 技師 ３等４級 生田清三郎内務局長

13 1928 年 7 月 京城出張所所長 技師 ３等４級 生田清三郎内務局長

14 1929 年 8 月 京城出張所所長 技師 ３等３級 生田清三郎内務局長

15 1930 年 7 月 京城出張所所長 技師 ３等 3級 今村武志内務局長

16 1931 年 7 月 京城出張所所長 技師 ３等２級 今村武志内務局長

17 1932 年 7 月 京城出張所所長 技師 ３等２級 牛島省三内務局長

『朝鮮総督府職員録』（各年度）から筆者作成。
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わ
れ
、
大
洪
水
と
な
っ
た
。
こ
の
時
に
本
間
は
漢
江
人
道
橋
に
留
ま
り
、﹁
こ
の
橋
が
壊
れ
た
ら
俺
も
死
ぬ
よ
﹂
と
平
然
と
語
っ
た
と
い

う8

。
お
そ
ら
く
設
計
、
施
工
に
深
く
関
与
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　

漢
江
人
道
橋
は
総
工
費
八
三
万
四
千
円
で
、
一
九
一
六
年
四
月
に
着
工
し
、
一
九
一
七
年
一
〇
月
に
竣
工
し
た
。
漢
江
で
は
初
の
人
道

橋
で
あ
り
、
第
一
期
治
道
工
事
の
重
要
な
部
分
だ
っ
た9

。
工
事
で
は
朝
鮮
で
二
番
目
と
な
る
ニ
ュ
ー
マ
チ
ッ
ク
ケ
ー
ソ
ン
工
法
を
導
入
し

た
。
漢
江
鉄
道
橋
の
上
流
六
〇
〇
ｍ
の
地
点
に
漢
江
人
道
橋
を
建
設
し
た
。
中
の
島
を
は
さ
む
二
つ
の
橋
梁
︵
延
長
四
二
〇
ｍ
、
一
八
〇

ｍ
︶
を
敷
設
し
た
。
施
工
は
間
組
で
あ
る10

。
完
成
し
た
漢
江
人
道
橋
は
京
城
府
の
新
し
い
名
物
と
な
り
、
夏
の
夜
に
は
装
飾
電
灯
も
と
も

さ
れ
、
新
し
い
散
策
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
多
く
の
散
歩
客
が
集
ま
っ
た11

。

　

一
九
二
一
年
二
月
に
土
木
専
門
家
の
原
静
雄
が
土
木
部
長
に
な
る
と
、
本
間
は
同
年
五
月
に
新
設
さ
れ
た
大
同
江
出
張
所
所
長
に
抜
擢

さ
れ
た
。
こ
れ
は
漢
江
人
道
橋
工
事
が
高
く
評
価
さ
れ
た
た
め
だ
と
思
わ
れ
る
。
本
間
に
と
っ
て
総
督
府
に
就
任
後
わ
ず
か
約
六
年
目
で

あ
り
、
周
囲
か
ら
は
﹁
異
常
の
抜
擢
﹂
と
み
な
さ
れ
た12

。
一
九
二
一
年
七
月
時
点
で
朝
鮮
に
土
木
出
張
所
は
七
个
所
︵
釜
山
、
仁
川
、
平

壌
、
元
山
、
京
城
、
景
福
宮
、
大
同
江
︶
し
か
な
く
、
そ
の
一
つ
の
ト
ッ
プ
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
本
間
に
つ
い
て
、
友
人
の
内
海
清
温

は
後
に
﹁
君
は
頭
脳
明
晰
で
、
才
能
豊
か
な
秀
才
で
あ
っ
た
か
ら
、
総
督
府
で
重
要
視
さ
れ
、
栄
達
も
速
く13

﹂
と
表
現
し
て
い
る
よ
う
に
、

事
実
本
間
の
こ
の
後
の
昇
進
は
早
か
っ
た
。

　

大
同
江
出
張
所
の
主
な
工
事
は
、
大
同
橋
工
事
だ
っ
た
。
大
同
橋
は
平
壌
市
街
地
と
対
岸
の
工
場
地
帯
に
位
置
し
、
従
来
は
渡
し
舟
で

往
来
し
て
い
た
場
所
だ
っ
た
。
大
同
橋
は
延
長
三
四
〇
間
︵
六
一
二
ｍ
︶
で
、
幅
員
は
車
道
二
四
尺
︵
七
・
二
ｍ
︶、
歩
道
両
側
七
尺
︵
二
・
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一
ｍ
︶、
一
〇
連
の
構
造
だ
っ
た
。
公
道
橋
と
し
て
は
日
本
、
朝
鮮
に
例
を
見
な
い
大
規
模
な
も
の
だ
っ
た
。
ま
た
、
ニ
ュ
ー
マ
チ
ッ
ク

ケ
ー
ソ
ン
工
事
を
導
入
し
た
。
工
費
は
二
〇
三
万
円
で
、
工
事
は
一
九
一
年
五
月
に
着
工
し
、
一
九
二
三
年
一
一
月
に
竣
工
し
た14

。
本
間

の
部
下
は
、
後
に
﹁
橋
梁
に
は
ニ
ュ
ー
マ
チ
ッ
ク
ケ
ー
ソ
ン
工
法
を
採
用
さ
れ
た
。
私
の
記
憶
で
は
鴨
緑
江
の
鉄
道
橋
の
橋
梁
に
こ
の
工

法
が
使
用
さ
れ
た
の
が
我
国
で
は
初
め
て
で
、
そ
れ
に
次
ぐ
第
二
回
目
で
、
熟
練
工
も
求
め
難
く
、
当
時
と
し
て
は
非
常
に
困
難
な
大

工
事
で
あ
っ
た15

﹂
と
語
っ
て
い
る
。
実
際
に
は
鴨
緑
江
橋
梁
、
漢
江
鉄
道
橋
、
漢
江
人
道
橋
に
続
き
、
朝
鮮
で
四
番
目
の
工
事
だ
っ
た
。

ニ
ュ
ー
マ
チ
ッ
ク
ケ
ー
ソ
ン
工
事
は
技
術
や
建
設
労
働
者
に
不
安
が
あ
る
た
め
、
日
本
で
は
一
九
二
三
年
九
月
の
関
東
大
震
災
以
降
、
隅

田
川
の
橋
梁
工
事
︵
永
代
橋
、
清
洲
橋
︶
で
初
め
て
導
入
さ
れ
た16

。
し
か
し
、
朝
鮮
で
は
す
で
に
一
九
〇
九
年
の
鴨
緑
江
橋
梁
工
事
か
ら

導
入
さ
れ
て
い
た
。
ニ
ュ
ー
チ
ッ
ク
ケ
ー
ソ
ン
工
事
を
実
際
に
担
っ
た
の
は
、
中
国
人
の
労
働
者
だ
っ
た17

。
大
同
橋
渡
橋
式
に
は
、
斎
藤

実
総
督
が
自
ら
参
加
し
た18

。
工
事
途
中
の
一
九
二
三
年
八
月
、
平
壌
一
帯
は
大
洪
水
に
襲
わ
れ
た
。
大
同
江
の
水
位
も
上
が
り
、
大
同
江

橋
の
安
全
性
が
疑
問
視
さ
れ
た
。
大
洪
水
時
に
本
間
は
、﹁
大
同
江
は
未
曾
有
の
大
洪
水
に
見
舞
わ
れ
、
工
事
中
の
橋
脚
は
今
に
も
押
し

流
さ
れ
そ
う
に
見
え
た
時
、﹁
俺
の
設
計
し
た
橋
梁
は
絶
対
に
大
丈
夫
だ
と
橋
脚
の
上
で
頑
張
っ
た
青
年
技
術
者
﹂
と
新
聞
に
大
き
く
報

道
さ
れ
、
そ
の
勇
名
は
京
城
に
も
伝
わ
っ
て
来
て
、
我
々
を
感
動
さ
せ
た
も
の
で
あ
っ
た19

﹂ 

と
い
う
。

　

本
間
は
大
同
江
出
張
所
所
長
と
し
て
大
同
江
橋
工
事
を
終
え
た
功
績
に
よ
り
、
一
九
二
四
年
三
月
か
ら
一
九
二
五
年
三
月
ま
で
、
約
一

年
間
海
外
視
察
を
行
い
、
ハ
ワ
イ
、
ア
メ
リ
カ
、
ロ
ン
ド
ン
、
パ
リ
、
イ
タ
リ
ア
、
ド
イ
ツ
な
ど
を
訪
問
し
た
。
出
発
の
際
は
第
一
〇
回

万
国
議
院
商
事
会
議
に
参
加
す
る
川
島
鉄
太
郎
伯
爵
︵
海
軍
大
将
川
島
純
義
の
長
男
︶
と
同
じ
船
に
乗
っ
た20

。
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（
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）
京
城
出
張
所
所
長
と
し
て
の
活
動

　

帰
国
後
、
本
間
は
さ
ら
に
抜
擢
さ
れ
、
一
九
二
五
年
五
月
に
京
城
土
木
出
張
所
所
長
に
就
任
し
た
。
こ
れ
か
ら
、
一
九
三
三
年
二
月
ま

で
約
七
年
間
に
亘
っ
て
京
城
出
張
所
所
長
を
務
め
た21

。
京
城
土
木
出
張
所
は
貞
洞
の
中
枢
院
の
中
に
あ
り
、
一
九
二
七
年
に
梨
花
女
子
専

門
学
校
の
隣
に
移
転
し
た
。
京
城
出
張
所
は
朝
鮮
内
の
出
張
所
の
中
で
も
最
も
重
要
な
ポ
ス
ト
だ
っ
た
。
後
輩
の
一
土
木
官
僚
は
後
に
、

﹁
本
間
徳
雄
さ
ん
は
漢
江
改
造
や
水
力
発
電
な
ど
水
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
で
あ
り
ま
し
た
が
、
在
鮮
当
時
は
橋
梁
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
で
も
あ

り
、
朝
鮮
で
初
め
て
の
人
道
橋
で
あ
る
大
同
橋
を
設
計
施
工
さ
れ
た
他
、
京
城
土
木
出
張
所
所
長
と
し
て
は
漢
江
小
橋
、
新
延
橋
、
錦
江

橋
な
ど
の
鉄
橋
を
完
成
さ
れ
、
漢
江
大
橋
の
基
本
設
計
を
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た22

﹂
と
高
く
評
価
し
て
い
る
。

　

一
九
二
五
年
七
月
に
漢
江
は
大
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
、
大
洪
水
と
な
っ
た
。
下
岡
忠
治
政
務
総
監
は
自
ら
往
十
里
、
新
旧
龍
山
を
視
察

し
、
帰
途
に
教
護
本
部
を
訪
れ
た
後
、
各
避
難
所
を
慰
問
し
た23

。
こ
の
大
豪
雨
の
際
、
本
間
は
自
ら
設
計
し
た
漢
江
人
道
橋
に
留
ま
っ

た
。﹁
京
城
出
張
所
所
長
の
本
間
徳
雄
さ
ん
だ
け
が
橋
の
先
端
に
行
っ
て
帰
ら
れ
な
い
の
で
す
。
私
は
中
之
島
が
流
さ
れ
て
内
径
四
〇
〇

粍
の
配
水
管
が
中
吊
り
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
残
っ
て
見
張
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
本
間
さ
ん
は
こ
の
橋
が
壊
れ
た
ら
俺
も
死
ぬ
よ
と
平

然
と
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
自
信
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。︵
中
略
︶
こ
の
漢
江
大
橋
は
本
間
さ
ん
が
設
計
し
監
督
さ
れ
た
橋
で
し
た24

﹂

と
い
う
。

　

漢
江
の
大
氾
濫
を
受
け
て
、
京
城
土
木
出
張
所
は
一
九
二
六
年
か
ら
漢
江
改
修
工
事
に
着
手
し
た
。
工
事
内
容
を
本
間
は
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。﹁
本
計
画
は
大
正
一
五
年
度
以
降
九
箇
年
の
継
続
事
業
と
し
て
、
総
工
費
九
百
八
十
万
円
を
以
て
、
上
流
は
纛
島
よ
り
下
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流
は
金
浦
付
近
に
至
る
約
十
里
間
の
堤
防
を
築
き
、
狭
窄
部
は
こ
れ
を
掘
鑿
し
て
、
洪
水
の
疎
通
を
は
か
り
、
沿
岸
平
野
の
八
千
町
歩
の

防
水
工
事
を
施
工
す
る
も
の
﹂
で
あ
る
。﹁
一
河
川
で
一
千
万
円
近
く
の
改
修
費
を
投
ず
る
こ
と
は
相
当
大
計
画
の
や
う
に
思
は
れ
る
が
、

大
正
十
四
年
年
度
漢
江
大
洪
水
の
如
き
被
害
が
除
か
る
ゝ
と
す
れ
ば
甚
だ
経
済
的
の
も
の
で
あ
る
。
試
み
に
大
正
十
四
年
度
の
漢
江
大
洪

水
の
損
害
を
調
べ
て
み
れ
ば
、
人
命
を
失
つ
た
も
の
四
百
人
、
損
害
約
四
千
七
百
万
円
に
達
し
、
京
城
府
内
の
み
と
し
て
も
、
そ
の
損
害

実
に
千
四
百
万
円
、
そ
の
他
高
陽
郡
、
金
浦
、
始
興
郡
な
ど
の
被
害
を
加
ふ
れ
ば
改
修
計
画
区
域
損
害
総
計
二
千
五
百
万
円
に
上
つ
て
を

る
﹂
と
、
漢
江
大
洪
水
の
具
体
的
な
被
害
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
工
事
の
一
環
と
し
て
、
龍
山
付
近
防
水
工
事
、
麻
浦
付
近
の
防
止
工

事
、
永
登
浦
付
近
の
防
水
工
事
、
纛
島
及
び
長
安
坪
防
水
工
事
、
狭
窄
部
の
掘
鑿
工
事
な
ど
が
行
な
わ
れ
た25

。
漢
江
改
修
工
事
の
た
め

に
、﹁
竜
山
・
永
登
浦
・
金
浦
に
直
営
工
場
を
新
設26

﹂
し
た
と
い
う
。

　

漢
江
橋
工
事
は
一
九
二
五
年
七
月
の
大
水
害
で
破
損
し
た
漢
江
人
道
橋
の
一
部
を
除
去
し
、
新
た
な
漢
江
人
道
橋
を
敷
設
す
る
工
事
で

あ
る
。
漢
江
橋
工
事
は
突
桁
鋼
鈑
橋
で
、
延
長
は
四
六
〇
ｍ
、
幅
員
は
有
効
幅
一
八
・
一
六
ｍ
、
径
間
は
二
二
・
八
ｍ
が
二
連
、
二
〇
・
三

ｍ
が
九
連
、
二
八
・
八
ｍ
が
八
連
だ
っ
た
。
工
事
費
は
一
二
〇
万
円
で
あ
り
、
施
工
は
再
び
間
組
だ
っ
た
。
工
事
は
一
九
二
七
年
四
月
に

着
工
し
、
一
九
二
九
年
四
月
に
竣
工
し
た27

。

　

一
九
三
二
年
に
お
け
る
京
城
出
張
所
の
工
事
は
、
漢
江
改
修
工
事
、
仁
川
港
工
事
、
美
湖
川
改
修
工
事
、
漢
江
橋
工
事
、
新
延
江
橋
工

事
だ
っ
た
。
仁
川
港
工
事
は
拡
張
工
事
で
あ
り
、
総
工
費
は
一
四
〇
万
円
と
な
る
。
内
訳
は
、
埋
築
が
一
二
万
㎡
、
土
量
は
七
〇
万
㎥
、

護
岸
は
一
四
〇
〇
ｍ
、
桟
橋
は
幅
一
〇
ｍ
、
延
長
三
七
ｍ
、
陸
上
施
設
は
道
路
、
鉄
道
、
上
屋
そ
の
他
だ
っ
た28

。
一
九
三
〇
年
六
月
、
仁
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川
港
拡
張
工
事
︵
五
ヵ
年
継
続
︶
の
起
工
式
が
行
な
わ
れ
た
。
本
間
は
談
話
の
中
で
、
工
事
が
竣
工
す
れ
ば
、
二
千
ト
ン
級
の
汽
船
五
隻

が
一
度
に
係
留
で
き
る
と
、
そ
の
成
果
を
強
調
し
た29

。

　

錦
江
の
支
流
で
あ
る
美
湖
川
改
修
工
事
は
流
域
面
積
が
一
八
六
一
㎡
、
流
路
延
長
は
八
九
ｋ
ｍ
、
平
均
築
堤
高
は
六
ｍ
、
築
堤
延
長

一
六
・
九
ｋ
ｍ
、
総
工
費
は
一
二
三
万
七
千
円
だ
っ
た30

。
美
湖
川
改
修
工
事
で
は
一
九
三
一
年
春
の
時
点
で
、
築
堤
工
事
の
一
部
が
二
ケ

年
と
し
て
認
可
さ
れ
た
が
、
要
求
ミ
ス
に
よ
り
片
側
築
堤
工
事
の
予
算
し
か
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
本
間
は
現
地
を
訪
問
し
て
、﹁
築
堤

施
工
要
領
﹂
を
策
定
し
た
。
こ
の
中
で
﹁
工
場
職
員
は
手
分
け
を
し
て
、
各
部
落
を
歴
訪
し
て
、
常
時
二
、〇
〇
〇
人
の
労
務
者
動
員
を

目
標
の
邑
民
の
狩
り
出
し
に
努
力
し
、
就
労
者
の
動
員
成
果
を
あ
げ
る
﹂
こ
と
が
決
定
し
た
。
ま
た
、
土
運
搬
方
法
と
し
て
は
遠
距
離

︵
川
心
よ
り
︶
は
ト
ロ
ー
リ
ー
車
に
よ
り
、
近
距
離
は
甚
だ
乱
暴
で
危
険
な
方
法
で
あ
る
が
、
堤
防
の
間
近
か
を
大
胆
に
も
土
取
場
に
指

定
し
て
、
チ
ゲ
に
よ
る
土
運
搬
回
数
の
増
加
を
は
か
る
﹂
こ
と
を
決
定
し
た
。
担
当
者
は
後
日
、
こ
の
方
法
に
つ
い
て
﹁
空
恐
ろ
し
く
て

戦
慄
を
覚
え
る
﹂
と
回
顧
し
て
い
る31

。
本
間
は
予
算
不
足
を
﹁
邑
民
の
狩
り
出
し
﹂
と
危
険
な
チ
ゲ
運
搬
に
よ
っ
て
乗
り
切
っ
た
の
で

あ
る
。

　

新
延
江
橋
は
江
原
道
春
川
郡
の
漢
江
支
流
新
延
江
で
の
建
造
工
事
だ
っ
た
。
新
延
江
橋
は
シ
ュ
ェ
ド
ラ
ー
形
ト
ラ
ス
橋
で
、
延
長

二
五
二
ｍ
、
幅
員
は
有
効
幅
五
ｍ
、
径
間
は
六
二
ｍ
、
四
連
だ
っ
た
。
総
工
費
は
三
三
万
円
で
あ
る32

。

　

本
間
は
こ
れ
ら
の
工
事
に
加
え
て
、
錦
江
橋
の
設
計
施
工
も
行
な
っ
た
。
錦
江
橋
は
忠
南
公
州
邑
と
長
岐
面
と
を
結
ぶ
も
の
で
あ
る
。

錦
江
橋
は
鋼
桁
橋
で
、
延
長
五
一
三
・
九
ｍ
、
有
効
幅
六
ｍ
で
あ
り
、
ニ
ュ
ー
マ
チ
ッ
ク
ケ
ー
ソ
ン
工
法
を
用
い
た
。
工
事
は
一
九
三
二
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年
一
月
に
着
工
し
、
一
九
三
三
年
五
月
に
竣
工
し
た
。
施
工
は
長
門
組
だ
っ
た
。
本
間
は
錦
江
橋
の
竣
工
に
よ
っ
て
、﹁
朝
鮮
の
道
路
交

通
上
に
一
エ
ポ
ツ
ク
を
画
す
る
は
勿
論
、
公
州
の
た
め
に
面
目
を
一
新
す
る
こ
と
ゝ
信
ず
る
も
の
で
あ
り
ま
す
﹂
と
述
べ
て
い
る33

。

　

本
間
は
橋
梁
工
事
以
外
に
、
京
城
の
市
街
地
開
発
計
画
に
も
関
与
し
た
。
本
間
は
一
九
二
六
年
に
、﹁
朝
鮮
の
都
市
は
未
だ
開
け
な
い

時
代
で
あ
り
、
将
来
益
々
発
展
す
べ
き
土
地
で
あ
る
。
故
に
都
市
の
各
般
の
施
設
を
一
日
も
早
く
計
画
樹
立
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
ばマ

マ
な
ら
ぬ

理
由
は
明
か
に
こ
ゝ
に
存
す
る
の
で
あ
る
。︵
中
略
︶
朝
鮮
の
都
市
は
内
地
の
一
般
都
市
に
比
較
す
る
に
変
化
の
程
度
も
よ
り
激
し
い
の

で
あ
る
。
故
に
今
日
こ
そ
都
市
計
画
の
実
施
を
為
す
べ
き
時
期
で
あ
る
と
云
ふ
可
き
で
あ
る
﹂
と
都
市
計
画
の
必
要
性
を
強
調
し
た34

。
ま

た
、
本
間
は
一
九
二
九
年
に
京
城
土
木
出
張
所
が
統
監
府
設
置
以
降
に
行
な
っ
た
京
城
市
区
改
正
事
業
を
要
約
し
て
い
る
。
結
論
と
し

て
、
本
間
は
﹁
京
城
に
於
け
る
従
来
の
都
市
計
画
事
業
は
予
算
其
他
の
関
係
上
其
中
最
緊
急
を
要
す
る
市
区
の
改
正
工
事
即
街
路
の
整

理
、
下
水
の
改
修
等
に
全
力
を
注
ぎ
、
総
て
政
府
直
轄
工
事
と
し
て
国
費
を
投
じ
た
る
も
の
に
し
て
其
総
額
約
六
百
四
十
万
円
に
達
し
て

居
る
﹂
と
述
べ
て
い
る35

。

　

本
間
の
考
え
が
う
か
が
わ
れ
る
史
料
と
し
て
、
次
の
二
点
が
あ
る
。
第
一
に
、
本
間
は
総
督
府
の
土
木
技
師
と
し
て
、
請
負
業
者
の
施

工
能
力
に
対
し
て
批
判
的
な
意
見
を
持
っ
て
い
た
。﹁
未
だ
日
本
で
は
昔
か
ら
の
慣
例
と
い
ふ
も
の
が
あ
つ
て
、
請
負
工
事
の
仕
様
書
と

か
、
監
督
な
ど
が
そ
れ
に
伴
つ
て
進
歩
し
た
も
の
に
出
来
て
を
ら
ぬ
こ
と
は
甚
だ
遺
憾
で
あ
る
。
請
負
業
者
の
技
術
的
訓
練
が
充
分
出
来

上
つ
た
場
合
に
は
、
企
業
者
側
の
監
督
が
楽
に
な
る
訳
で
あ
る
か
ら
、
事
実
請
負
業
者
の
内
容
が
著
し
く
充
実
せ
ら
れ
つ
ゝ
あ
る
今
日
、

こ
の
点
は
何
と
か
し
て
改
良
し
た
い
も
の
で
あ
る
﹂
と
、﹁
請
負
業
者
の
技
術
的
訓
練
﹂
を
強
調
し
て
い
る36

。
第
二
に
、
日
本
人
は
科
学
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知
識
が
稀
薄
だ
と
感
じ
て
い
た
。
本
間
は
一
九
三
一
年
五
月
頃
、
日
本
港
湾
協
会
の
総
会
に
参
加
す
る
た
め
、
大
連
、
南
満
洲
、
北
部
中

国
を
約
三
週
間
、
訪
問
し
た
。
本
間
は
天
津
に
お
け
る
欧
米
列
強
の
租
界
の
位
置
を
比
較
検
討
し
、
英
国
が
選
定
し
た
場
所
は
﹁
実
に
先

見
の
明
あ
る
大
胆
な
計
画
で
あ
つ
た
﹂
と
す
る
。
ま
た
、
平
壌
の
電
気
興
業
会
社
と
精
糖
会
社
が
大
同
江
の
対
岸
船
橋
里
に
計
画
さ
れ
た

が
、
電
気
興
業
会
社
が
選
定
し
た
場
所
は
﹁
船
着
が
殆
ど
出
来
な
い
地
点
で
あ
る
こ
と
が
明
瞭
に
な
つ
た
﹂。
こ
う
し
た
事
例
か
ら
見
て
、

本
間
は
﹁
日
本
人
が
政
治
家
と
い
は
ず
、
実
業
家
と
い
は
ず
科
学
知
識
が
不
十
分
で
あ
り
、
又
は
之
を
軽
視
し
て
を
る
為
に
、
如
何
に
損

を
し
、
又
如
何
に
国
運
の
発
展
が
そ
の
為
に
阻
害
さ
れ
て
を
る
か
と
云
ふ
事
﹂
を
強
調
し
て
い
る37

。

　

一
九
三
二
年
七
月
時
点
で
、
本
間
の
等
級
は
三
等
二
級
だ
っ
た
。
本
間
の
上
に
は
、
土
木
課
長
の
榛
葉
孝
平
が
一
等
三
級
、
甥
の
義
孝

が
三
等
一
級
と
、
二
名
し
か
存
在
し
な
か
っ
た
。
本
間
は
総
督
府
に
赴
任
し
一
八
年
目
に
し
て
、
土
木
課
の
第
三
者
の
地
位
に
ま
で
上
り

つ
め
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
九
三
三
年
二
月
、
四
三
歳
の
本
間
は
突
如
、
総
督
府
を
退
職
し
、
満
洲
国
に
移
転
し
た38

。
一
九
三
二
年

七
月
に
満
洲
国
が
設
立
さ
れ
る
と
、
鉄
道
、
道
路
、
河
川
、
都
市
計
画
等
、
膨
大
な
土
木
事
業
を
積
極
的
に
推
進
す
る
た
め
、
満
洲
国
は

各
方
面
か
ら
大
量
の
土
木
技
術
者
を
集
め
た
。
そ
れ
は
、
①
南
満
洲
鉄
道
株
式
会
社
︵
以
下
、
満
鉄
と
す
る
︶、
関
東
庁
、
満
洲
国
に
拠

点
を
置
く
日
本
企
業
か
ら
の
採
用
、
②
日
本
国
内
か
ら
の
採
用
、
③
公
募
、
④
日
本
の
高
等
工
業
学
校
を
通
し
て
満
洲
国
が
委
託
生
徒
を

募
集
す
る
等
、
四
つ
の
方
法
だ
っ
た
。
特
に
内
務
省
か
ら
派
遣
さ
れ
た
技
術
者
は
、
一
九
三
九
年
時
点
で
六
九
名
に
及
び
、
そ
の
主
流
を

占
め
た
。
内
務
省
か
ら
は
、
筧
斌
二
、
原
口
忠
次
郎
、
中
島
時
雄
、
後
藤
憲
一
、
本
荘
秀
一
な
ど
の
技
師
が
、
後
に
直
木
倫
太
郎
が
派
遣

さ
れ
た39

。
お
そ
ら
く
満
洲
国
か
ら
総
督
府
に
も
技
術
者
派
遣
の
要
請
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
総
督
府
か
ら
は
本
間
と
共
に
、
土
木
課
技
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師
の
町
田
義
和
、
藤
原
健
二
、
種
谷
実
、
内
田
弘
四
な
ど
が
と
も
に
退
職
し
て
、
満
洲
国
に
移
っ
て
い
っ
た40

。

　

本
間
が
総
督
府
を
退
職
し
て
、
満
洲
国
に
移
っ
た
明
確
な
理
由
は
不
明
で
あ
る
。
本
間
の
近
親
で
あ
る
本
間
義
雄
︵
義
孝
の
長
男
︶
は

後
に
、﹁
私
が
想
像
で
は
、
本
府
の
土
木
課
で
は
技
師
か
ら
課
長
に
栄
達
す
る
の
は
遠
い
先
と
推
定
さ
れ
、
大
き
な
土
木
事
業
と
相
当
の

地
位
の
約
束
さ
れ
た
新
し
い
外
地
に
魅
力
を
感
じ
た
の
で
あ
ろ
う41

﹂
と
述
べ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
正
し
い
評
価
で
あ
ろ
う
。
事
実
、
榛
葉

孝
平
土
木
課
長
の
在
職
は
一
四
年
間
︵
一
九
二
五
～
一
九
三
九
︶
に
も
及
び
、
さ
ら
に
甥
の
義
孝
が
本
間
の
上
司
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

土
木
課
長
へ
の
昇
格
が
当
分
は
不
可
能
で
あ
る
と
判
断
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
本
間
は
後
に
﹁
筆
者
も
大
村
顧
問
の
招
請
で
朝
鮮
総

督
府
よ
り
駆
け
つ
け42

﹂
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
関
東
軍
交
通
監
督
部
長
だ
っ
た
大
村
卓
一
︵
一
八
七
二
～
一
九
四
六
︶︵
総
督
府
鉄
道

局
長
︶
の
招
聘
も
一
つ
の
契
機
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
本
間
の
後
任
の
京
城
土
木
出
張
所
所
長
に
は
、
本
間
の
部
下
だ
っ
た
川
澤
章
明

が
抜
擢
さ
れ
た43

。

二
・
満
洲
国
に
お
け
る
活
動

（
１
）
土
木
界
最
高
の
地
位
へ

　

満
洲
国
建
国
直
後
の
一
九
三
二
年
三
月
、
建
設
業
務
を
担
当
す
る
四
つ
の
組
織︵
交
通
部
鉄
道
司
、
交
通
部
水
運
司
、
民
生
部
土
木
司
、

総
務
庁
需
要
処
営
繕
科
︶が
設
立
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
組
織
の
変
遷
が
あ
り
、
一
九
三
三
年
三
月
、
国
道
局
が
設
置
さ
れ
た
。
国
道
局
は
、

道
路
、
港
湾
、
河
川
、
都
市
な
ど
土
木
全
般
を
担
当
す
る
部
署
だ
っ
た
。
一
九
三
三
年
五
月
、
藤
根
寿
吉
︵
前
満
鉄
理
事
︶
が
初
代
局
長
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と
な
り
、
総
務
処
長
は
大
迫
幸
男
、
第
一
工
務
処
長
は
本
間
、
第
二
工
務
処
長
は
筧
斌
治
︵
一
八
八
五
～
一
九
六
二
︶
の
布
陣
と
な
っ
た
。

第
二
工
務
処
は
治
水
、
利
水
を
担
当
し
た
。
本
間
が
担
当
し
た
第
一
工
務
処
は
、
道
路
計
画
立
案
と
道
路
工
事
監
理
だ
っ
た
。
国
道
局
の

﹁
国
道
第
一
次
計
画
﹂
で
は
、
七
五
五
〇
・
七
ｋ
ｍ
の
建
設
計
画
を
立
て
た
。
国
道
局
と
同
時
に
総
理
大
臣
の
諮
問
機
関
と
し
て
国
道
会
議

が
成
立
し
た
。
構
成
員
は
総
理
大
臣
、
民
政
部
総
長
、
交
通
部
総
長
な
ど
だ
っ
た
が
、
同
年
六
月
に
学
識
経
験
者
と
し
て
、
本
間
、
阮
振

鐸
国
都
建
設
局
長
、
大
迫
幸
男
国
道
局
総
務
処
長
、
佐
藤
応
次
郎
満
鉄
鉄
道
建
設
局
長
、
岡
崎
文
吉
満
鉄
経
済
調
査
会
嘱
託
な
ど
五
名

が
指
名
さ
れ
た44

。
本
間
の
部
下
で
あ
る
工
務
課
長
に
は
町
田
義
和
︵
総
督
府
出
身
︶、
計
画
科
長
に
は
相
馬
龍
雄
︵
内
務
省
出
身
︶
が
つ

い
た45

。

　

第
一
工
務
処
長
と
し
て
本
間
の
至
急
の
任
務
は
、﹁
国
道
第
一
次
計
画
﹂
の
遂
行
だ
っ
た
が
、
こ
れ
は
実
際
に
は
抗
日
武
装
勢
力
を
攻

撃
す
る
た
め
に
必
要
な
﹁
一
万
キ
ロ
治
安
道
路
﹂︵
討
伐
道
路
︶
を
意
味
し
た
。
関
東
軍
の
秋
山
徳
三
郎
︵
一
八
九
一
～
一
九
六
八
︶
陸

軍
工
兵
中
佐
︵
東
京
帝
国
大
学
土
木
工
学
科
卒
業
︶
が
国
道
局
顧
問
と
し
て
、
こ
の
道
路
建
設
を
指
導
し
た
。
本
間
は
秋
山
と
の
行
動
に

つ
い
て
、﹁
道
路
の
悪
い
満
洲
や
治
安
の
確
保
さ
れ
ぬ
地
域
で
の
地
勢
調
査
や
路
線
決
定
は
飛
行
機
に
よ
る
外
は
な
い
、
プ
リ
モ
ス
と
云

ふ
二
人
乗
り
の
ト
ン
ボ
の
様
な
超
小
型
飛
行
機
で
全
満
を
隅
々
ま
で
か
け
廻
っ
た46

﹂
と
い
う
。
し
か
し
、
内
務
省
か
ら
派
遣
さ
れ
た
筧
斌

二
が
体
調
を
く
ず
し
て
退
職
す
る
と
、
本
間
が
彼
の
後
を
継
ぎ
第
二
工
務
処
長
と
な
っ
た
。
本
間
の
担
当
は
運
河
・
水
力
発
電
、
治
水
・

土
地
利
用
で
あ
る
。
本
間
の
後
任
の
第
一
工
務
処
長
に
は
内
務
省
か
ら
赴
任
し
た
坂
田
昌
亮
が
就
任
し
た
。

　

一
九
三
三
年
一
二
月
、
直
木
倫
太
郎
︵
一
八
七
六
～
一
九
四
三
︶
が
第
二
代
国
道
局
長
に
就
任
し
た
。
直
木
は
一
八
九
九
年
に
東
京
帝
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国
大
学
工
科
大
学
土
木
工
学
を
卒
業
後
、
内
務
省
技
師
、
大
阪
市
港
湾
部
長
、
帝
都
復
興
院
の
技
監
、
復
興
局
の
技
監
・
長
官
、
大
林
組

取
締
役
兼
技
師
長
を
兼
任
し
た
高
名
な
土
木
技
術
者
だ
っ
た47

。
国
道
局
時
代
の
本
間
の
部
下
は
、
後
に
こ
の
頃
の
本
間
に
つ
い
て
﹁
大
小

何
れ
の
事
態
に
処
し
て
も
ね
ば
り
強
く
、
説
得
力
、
実
行
力
、
見
通
し
洞
察
力
を
発
揮
す
る
方
で
あ
る
と
尊
敬
の
念
を
抱
い
て
仕
え
た
。

場
馴
れ
て
交
渉
事
に
も
平
然
と
落
ち
着
き
付
き
、
権
力
の
前
で
も
云
う
可
き
事
は
条
理
を
尽
し
て
述
べ
ら
れ
た48

﹂
と
、
そ
の
人
柄
を
回
顧

し
て
い
る
。

　

一
九
三
六
年
二
月
、
土
木
学
会
で
は
組
織
の
改
組
が
行
な
わ
れ
た
。
学
会
の
革
新
化
の
中
心
で
あ
る
東
亜
部
に
は
東
亜
連
絡
委
員
会

︵
久
保
田
敬
一
委
員
長
︶、
東
亜
調
査
員
会
︵
中
川
吉
造
委
員
長
︶
が
置
か
れ
た
。
本
間
は
東
亜
連
絡
委
員
会
の
委
員
に
な
っ
た49

。 

　

一
九
三
六
年
一
一
月
、﹁
満
州
国
産
業
開
発
五
ヵ
年
計
画
﹂
が
決
定
さ
れ
た
。
こ
の
中
で
電
力
は
一
四
〇
万
ｋ
Ｗ
を
目
標
と
し
、
こ
の

う
ち
水
力
発
電
は
五
九
万
ｋ
Ｗ
︵
四
二
・
一
％
︶
を
予
定
し
た
。
こ
う
し
た
新
経
済
計
画
を
達
成
す
る
た
め
、
一
九
三
七
年
に
入
っ
て
、

満
洲
国
の
土
木
機
構
は
大
き
く
改
編
さ
れ
た
。
同
年
一
月
、
国
道
局
は
民
政
部
土
木
司
と
合
併
し
て
土
木
局
︵
初
代
局
長
は
直
木
︶
が
新

た
に
設
立
さ
れ
た
。
こ
こ
に
は
、
総
務
処
︵
処
長
は
鈴
木
兵
一
郎
︶、
第
一
工
務
処
︵
処
長
は
坂
田
昌
亮
︶、
第
二
工
務
処
︵
処
長
は
原
口

忠
次
郎
︶
を
置
い
た
。
ま
た
、
同
年
四
月
、
新
た
に
国
務
院
に
水
力
電
気
建
設
局
︵
初
代
局
長
は
直
木
︶
が
設
置
さ
れ
、
河
川
総
合
開
発

計
画
の
具
体
化
を
進
め
た
。
水
力
電
気
建
設
局
に
は
、
総
務
処
と
工
務
処
を
置
き
、
総
務
処
長
は
石
岡
武
、
工
務
処
長
に
本
間
が
就
任
し

た
。
工
務
処
に
は
三
科
︵
調
査
科
、
土
木
科
、
電
気
科
︶
を
置
い
た
。
本
間
は
後
に
同
局
副
局
長
に
就
任
し
た50

。

　

初
代
水
力
発
電
建
設
局
長
の
直
木
が
後
に
大
陸
科
学
院
長
に
転
出
し
た
た
め
、
本
間
は
一
九
三
九
年
四
月
、
第
二
代
水
力
電
気
建
設
局
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長
に
就
任
し
た51

。
本
間
は
水
力
電
気
建
設
局
長
と
し
て
、
満
洲
国
の
河
川
総
合
開
発
の
責
任
者
と
な
っ
た
。
水
力
電
気
建
設
局
に
は
発
電

所
工
事
を
担
当
す
る
地
方
工
程
処
と
し
て
三
工
程
処
︵
豊
満
、
鏡
泊
湖
、
桓
仁
︶
を
置
い
た
。
各
工
程
処
の
処
長
は
、
豊
満
は
空
閑
徳
平
、

鏡
泊
湖
は
初
代
が
後
藤
健
一
、二
代
が
高
野
宗
久
、
桓
仁
は
内
田
弘
四
︵
前
水
力
電
気
建
設
局
工
務
処
土
木
科
長
︶
だ
っ
た
。
こ
う
し
て

本
間
は
満
洲
国
に
お
け
る
三
発
電
所
建
設
の
最
高
責
任
者
と
な
っ
た
。
三
発
電
所
建
設
に
つ
い
て
は
、
次
節
で
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

　

本
間
は
満
洲
国
の
水
力
発
電
事
業
に
お
け
る
河
川
総
合
計
画
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
﹁
斯
く
の
如
き
河
川
を
治
め
、
又
利
用
す
る
に
は
如
何
し
て
も
貯
水
池
式
に
よ
る
の
外
方
法
が
な
い
の
で
有
り
ま
す
。
即
ち
上
流
荒
地

の
人
烟
稀
薄
な
る
処
に
尨
大
な
る
貯
水
池
を
設
け
て
雨
期
間
の
過
剰
水
を
溜
め
、
以
て
流
水
を
１
个
年
間
平
均
せ
し
め
発
電
水
力
を
起
す

と
同
時
に
之
を
灌
漑
に
利
用
し
、
又
航
運
に
資
す
る
と
云
ふ
様
な
事
に
し
、
又
一
方
匪
賊
の
母
と
も
称
せ
ら
れ
た
洪
水
を
根
本
的
に
除
去

す
る
事
が
出
来
る
の
で
全
く
一
石
二
鳥
策
に
な
る
の
で
あ
り
ま
す
。
即
ち
河
川
の
流
水
を
完
全
に
利
用
し
使
用
し
尽
し
て
海
に
棄
て
る
、

而
も
其
の
間
総
合
技
術
を
以
て
河
水
の
完
全
利
用
、
国
土
の
完
全
開
発
を
策
す
る
も
の
で
、
之
を
吾
々
は
河
川
総
合
開
発
案
と
称
し
満
洲

国
主
要
国
策
の
１
つ
と
し
て
を
る
の
で
あ
り
ま
す
﹂
と
述
べ
て
い
る52

。
つ
ま
り
、
こ
れ
は
戦
後
日
本
で
実
施
さ
れ
た
河
川
総
合
開
発
の
先

駆
的
な
計
画
と
い
え
る
。
こ
う
し
た
考
え
か
ら
、
本
間
は
ま
ず
初
め
に
豊
満
発
電
所
、
鏡
泊
湖
発
電
所
、
桓
仁
発
電
所
建
設
を
計
画
し

た
。

　

土
木
技
師
で
あ
る
本
間
の
満
洲
国
時
代
の
最
大
の
業
績
は
、
豊
満
発
電
所
建
設
だ
っ
た
。
満
洲
国
の
星
野
直
樹
︵
一
八
九
二
～

一
九
七
八
︶
総
務
長
官
は
戦
後
、
本
間
を
高
く
評
価
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。﹁
実
行
の
責
任
を
負
っ
た
本
間
君
達
は
、
直
ち
に
現
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場
に
入
っ
て
地
盤
、
流
量
の
調
査
に
と
り
か
か
っ
た
。
な
に
し
ろ
七
十
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
と
云
う
世
界
で
も
屈
指
、
日
本
で
は
勿
論
前
例
の

無
い
大
工
事
で
あ
る
。
し
か
も
極
寒
の
地
で
冬
は
固
く
凍
っ
て
い
る
場
所
で
あ
る
。
果
し
て
こ
ん
な
所
で
こ
ん
な
工
事
が
出
来
る
だ
ろ
う

か
と
云
う
疑
い
さ
え
あ
っ
た
。
又
、
そ
れ
に
は
も
っ
と
経
験
の
有
る
経
営
陣
を
連
れ
て
来
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
云
う
意
見
も

あ
っ
た
。
し
か
し
、
直
木
さ
ん
は
、﹁
そ
ん
な
心
配
は
無
い
。
本
間
君
で
充
分
や
っ
て
い
け
る
。﹂
と
平
然
と
云
い
切
っ
た
。︵
中
略
︶
最

初
か
ら
最
後
迄
、
非
常
な
る
自
信
と
誇
り
と
を
以
っ
て
、
此
の
一
大
事
業
の
達
成
に
尽
く
し
た
本
間
徳
雄
君
の
努
力
を
長
く
記
念
し
た
い

も
の
と
思
い
、
こ
こ
に
一
文
を
草
し
た
。
こ
の
人
今
や
な
し
、
霊
魂
は
今
や
君
の
手
塩
に
掛
け
し
ダ
ム
を
眺
め
て
、
心
安
ら
か
に
眠
っ
て

居
ら
れ
る
事
で
あ
ろ
う53

﹂。

　

ま
た
、
部
下
で
あ
る
豊
満
工
程
処
の
空
閑
徳
平
処
長
は
本
間
の
性
格
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。﹁
本
間
さ
ん
の
頭
脳
明
敏
さ
に
つ

い
て
は
、
今
更
私
が
喋
々
す
る
ま
で
も
な
く
、
全
て
周
知
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
科
学
的
、
技
術
的
分
野
は
勿
論
、
広
い
常
識
と
共
に
、

あ
ら
ゆ
る
面
で
脳
内
の
閃
き
は
縦
横
無
尽
、
そ
し
て
工
事
現
場
で
非
常
な
障
碍
に
遭
う
度
に
、
そ
の
都
度
、
新
工
法
を
考
案
さ
れ
、
そ
の

御
指
示
に
よ
っ
て
、
私
共
は
あ
の
難
工
事
を
完
成
に
導
く
こ
と
が
出
来
た
。
右
の
よ
う
な
こ
と
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
が
、
そ
の
中
で
も
松

花
江
内
に
工
事
上
の
仮
締
切
の
築
堤
を
や
っ
た
時
、
氷
上
作
業
で
達
磨
籠
を
利
用
し
、
更
に
後
日
之
が
排
除
の
た
め
に
簡
易
吊
下
げ
ケ
イ

ソ
ン
を
使
用
し
た
こ
と
、
又
左
岸
二
次
締
切
に
寒
中
で
の
水
中
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
法
の
提
案
な
ど
が
、
特
筆
す
べ
き
も
の
だ
っ
た54

﹂
と
指

摘
し
て
い
る
。﹁
工
事
現
場
で
非
常
な
障
碍
に
遭
う
度
に
、
そ
の
都
度
、
新
工
法
を
考
案
﹂
す
る
本
間
の
強
い
性
格
は
、
朝
鮮
時
代
に
も

部
下
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
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一
九
四
二
年
七
月
に
大
東
亜
電
力
懇
談
会
が
東
京
で
開
催
さ
れ
、
本
間
は
満
洲
国
代
表
の
一
員
と
し
て
参
加
し
た55

。
本
間
は
一
九
四
三

年
三
月
に
満
洲
土
木
学
会
会
長
に
就
任
し
、
満
洲
国
の
土
木
技
術
界
の
最
高
位
と
な
る
。
満
洲
土
木
学
会
は
一
九
四
〇
年
九
月
に
設
置
さ

れ
、
初
代
の
会
長
は
佐
藤
応
次
郎
︵
満
鉄
副
総
裁
︶、
副
会
長
は
平
山
復
二
郎
︵
満
鉄
理
事
︶、
坂
田
昌
亮
︵
満
洲
国
交
通
部
技
監
︶、
本

間
は
調
査
部
長
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
会
長
は
平
山
復
二
郎
、
坂
田
昌
亮
を
経
て
、
本
間
が
第
三
代
会
長
に
就
任
し
た
。
満
州
土
木
学
会
の

会
員
は
約
三
千
名
で
、
機
関
紙
﹃
土
木
満
洲
﹄
を
刊
行
し
た56

。

　

本
間
は
一
九
四
三
年
、﹃
土
木
満
洲
﹄
に
、﹁
吾
吾
の
有
す
る
技
術
、
或
い
は
研
究
が
直
ち
に
敵
を
打
つ
弾
丸
に
な
り
、
ま
た
は
大
砲
た

ら
し
め
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
り
ま
す57

﹂
と
、
土
木
技
術
に
よ
る
戦
争
勝
利
を
強
調
し
た
。
ま
た
、
本
間
は
一
九
四
四
年
に
は
﹃
土
木
満
洲
﹄

に
、﹁
科
学
的
及
び
実
際
的
方
面
よ
り
最
高
度
の
創
意
と
、
研
究
に
基
き
徹
底
せ
る
戦
時
設
計
、
戦
時
規
格
を
採
用
し
、
最
小
限
度
の
労

力
と
資
材
を
以
っ
て
最
短
期
間
に
最
大
の
効
果
を
挙
げ
る
べ
く
結
集
せ
ね
ば
な
ら
ぬ58

﹂
と
述
べ
た
。
本
間
は
一
九
四
三
年
九
月
、
豊
満
発

電
所
建
設
の
功
績
に
よ
り
、
勲
二
位
景
雲
章
を
受
け
、
親
任
官
待
遇
と
な
っ
た59

。

　

満
洲
国
で
は
水
力
電
気
建
設
局
と
は
別
に
、
一
九
三
四
年
一
二
月
に
多
く
の
電
気
会
社
を
統
合
し
、
満
洲
電
業
︵
資
本
金
六
〇
〇
〇
万

円
︶
が
設
立
さ
れ
た
。
社
長
は
吉
田
豊
彦
︵
関
東
軍
顧
問
・
陸
軍
大
将
︶
で
あ
る60

。
長
く
こ
れ
ら
は
民
間
組
織
と
し
て
運
営
さ
れ
た
。

し
か
し
、
満
洲
国
内
で
電
気
事
業
の
国
家
管
理
の
動
き
が
強
ま
り
、
電
気
事
業
は
水
力
・
火
力
発
電
事
業
を
一
つ
に
統
合
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
こ
の
結
果
、
水
力
電
気
建
設
局
と
満
洲
電
業
が
合
併
し
、
一
九
四
四
年
四
月
に
新
し
い
満
洲
電
業
が
設
立
さ
れ
た
。
資
本
金
は

六
億
四
千
万
円
と
な
り
、
会
長
は
韓
雲
階
、
理
事
長
は
平
島
敏
夫
、
本
間
は
副
理
事
長
に
就
任
し
た61

。
一
九
四
五
年
八
月
、
日
本
は
連
合
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国
に
対
し
て
無
条
件
降
伏
を
行
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
満
洲
国
は
崩
壊
し
た
。
同
年
一
〇
月
、
本
間
と
中
華
民
国
資
源
委
員
会
︵
以
下
、

資
源
委
員
会
と
す
る
︶
東
北
電
力
総
局
長
郭
克
梯
の
間
で
、
満
洲
国
内
の
満
洲
電
業
の
総
資
産
の
引
継
ぎ
が
行
わ
れ
た62

。

（
２
）
三
発
電
所
建
設
の
概
要

　

本
間
は
水
力
電
気
建
設
局
長
と
し
て
、
発
電
所
工
事
を
担
当
す
る
地
方
工
程
処
と
し
て
三
工
程
処
︵
豊
満
、
鏡
泊
湖
、
桓
仁
︶
を
統
括

し
た
。
各
工
程
処
の
責
任
者
は
、
豊
満
発
電
所
は
空
閑
徳
平
、
鏡
泊
湖
発
電
所
は
後
藤
健
一
、
高
野
宗
久
、
桓
仁
発
電
所
は
内
田
弘
四

だ
っ
た
。
以
下
、
三
発
電
所
の
概
要
を
見
て
み
る
。

①
豊
満
発
電
所

　

建
設
の
目
的
は
、
①
松
花
江
の
洪
水
の
完
全
徐
水
、
②
発
電
設
備
七
〇
万
ｋ
Ｗ
、
③
下
流
平
野
十
七
万
結
の
開
田
灌
漑
︵
産
米
年
間

三
百
万
石
増
産
︶、
④
飲
料
水
、
工
業
用
水
の
水
源
確
保
、
⑤
松
花
江
の
平
水
増
加
に
よ
る
航
運
へ
の
寄
与
だ
っ
た
。
豊
満
発
電
所
は
、

松
花
江
水
系
第
二
松
花
江
二
四
ｋ
ｍ
の
地
点
に
巨
大
な
ダ
ム
を
建
設
し
、
大
容
量
電
力
を
得
る
も
の
で
あ
る
。
豊
満
ダ
ム
は
重
力
式
コ

ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
で
、
堤
高
九
一
ｍ
、
堤
頂
長
一
一
〇
ｍ
、
堤
体
積
二
二
〇
万
㎥
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
貯
水
池
は
面
積
五
四
五
㎡
、
長

さ
一
七
〇
ｋ
ｍ
、
貯
水
量
一
一
〇
億
㎥
と
ほ
ぼ
琵
琶
湖
の
大
き
さ
で
あ
り
、
水
没
戸
数
は
八
千
戸
に
達
し
た
。
豊
満
発
電
所
は
有
効
落
差

六
六
ｍ
で
、
最
大
出
力
七
〇
万
ｋ
Ｗ
︵
完
成
時
︶
の
発
電
能
力
を
持
つ
。
水
車
は
総
数
一
〇
基
で
第
一
期
は
八
基
と
し
た
。
発
電
機
は
第

一
期
に
八
基
を
設
置
し
た
。
工
事
費
は
当
初
は
一
億
円
だ
っ
た
が
、
後
に
二
億
円
に
増
額
さ
れ
た
。
工
事
は
建
設
業
者
に
依
頼
せ
ず
、
直

営
で
行
わ
れ
た
。
発
電
所
は
東
亜
土
木
企
業
が
受
注
し
た
。
工
事
現
場
は
半
年
間
も
凍
結
す
る
酷
寒
の
地
で
あ
り
、
こ
こ
に
基
礎
掘
削
量
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百
九
〇
万
㎥
、
使
用
コ
ン
ク
リ
ー
ト
総
量
二
二
四
万
㎥
を
使
用
す
る
大
工
事
で
あ
る
た
め
、
多
く
の
困
難
に
直
面
し
た
。
日
本
人
技
術
者

と
朝
鮮
人
技
術
者
が
合
わ
せ
て
約
五
〇
〇
名
に
達
し
、
そ
の
他
中
国
人
技
術
者
も
五
〇
～
六
〇
名
い
た63

。

　

豊
満
工
程
処
長
の
空
閑
徳
平
は
日
本
に
お
け
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
建
設
の
専
門
家
だ
っ
た
。
空
閑
は
富
山
県
の
祖
山
ダ
ム
︵
堤
高

六
九
・
五
ｍ
︶
の
建
設
に
参
加
し
た
後
、
広
島
県
の
王
泊
ダ
ム
︵
堤
高
五
九
・
四
ｍ
︶、
宮
崎
県
の
塚
原
ダ
ム
︵
堤
高
八
〇
ｍ
︶
と
、
日
本

国
内
で
ハ
イ
・
ダ
ム
建
設
の
主
任
技
術
者
を
経
験
し
て
い
た64

。

　

工
事
は
一
九
三
八
年
一
〇
月
に
着
工
し
、
一
九
四
三
年
三
月
に
発
電
を
開
始
し
た
。
同
時
期
に
鴨
緑
江
に
築
造
さ
れ
た
水
豊
ダ
ム
︵
堤

長
一
〇
六
・
四
ｍ
、
堤
頂
長
八
九
九
・
五
ｍ
、
堤
体
積
三
二
三
万
㎥
︶
と
な
ら
び
、
世
界
最
大
級
の
重
力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
だ
っ
た
。

こ
の
点
で
、
豊
満
ダ
ム
、
水
豊
ダ
ム
は
戦
前
の
日
本
に
お
け
る
土
木
技
術
の
最
高
峰
を
示
す
も
の
だ
っ
た65

。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
は
日

本
の
侵
略
的
な
側
面
を
示
す
の
が
労
働
者
の
集
め
方
と
そ
の
待
遇
だ
っ
た
。
豊
満
ダ
ム
工
事
に
は
一
日
約
一
五
〇
〇
人
の
労
働
者
を
動
員

し
た
。
主
に
大
東
公
司
を
通
じ
て
、
中
国
人
労
働
者
を
雇
用
し
た
。
し
か
し
、
労
働
力
不
足
の
た
め
、
捕
虜
兵
、
囚
人
、
国
民
勤
労
奉
公

隊
ま
で
も
動
員
す
る
。
日
本
側
は
、
全
工
期
の
死
亡
者
数
は
約
一
〇
〇
〇
名
で
、
約
九
四
〇
人
︵
九
四
％
︶
は
病
死
者
︵
チ
フ
ス
、
発
疹

チ
フ
ス
︶
で
あ
り
、
約
六
〇
人
︵
六
％
︶
は
事
故
死
者
と
主
張
し
た
。
一
九
四
五
年
八
月
の
時
点
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
打
設
量
は
八
七
％

で
あ
り
、
未
完
成
だ
っ
た66

。
本
間
は
戦
後
に
な
っ
て
、
国
民
勤
労
報
国
隊
が
大
き
な
問
題
に
な
っ
た
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。﹁
終
戦
後
す

ぐ
、
今
の
カ
ベ
新
聞
み
た
い
な
も
の
が
発
刊
さ
れ
た
。
日
本
の
罪
悪
史
を
21
カ
条
並
べ
た
て
た
う
ち
勤
報
隊
は
２
、３
番
目
だ
︵
笑
︶。
強

制
労
働
だ
と
い
う
の
で
、
こ
の
21
个
条
の
ど
れ
か
に
関
係
し
た
者
は
つ
か
ま
る
ん
だ
か
ら
﹂。
こ
れ
は
中
国
人
労
働
者
と
並
ん
で
、
国
民
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勤
労
報
国
隊
が
中
国
人
に
大
き
な
苦
痛
を
与
え
た
こ
と
を
示
し
て
い
る67

。

②
鏡
泊
湖
発
電
所

　

牡
丹
江
水
系
の
牡
丹
江
省
寧
安
県
に
水
路
式
隧
道
を
築
造
し
、
鏡
泊
湖
発
電
所
で
三
万
六
千
ｋ
Ｗ
を
得
る
も
の
で
あ
る
。
貯
水
池
は
鏡

泊
湖
と
し
、
流
域
面
積
は
一
一
五
〇
〇
ｋ
㎡
、
貯
水
池
面
積
は
八
〇
ｋ
㎡
で
あ
る
。
有
効
落
差
は
六
四
ｍ
、
水
路
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

円
形
水
圧
隧
道
で
、
直
径
五
・
六
ｍ
、
延
長
三
千
ｍ
で
あ
る
。
総
工
費
は
約
二
千
万
円
で
、
工
事
は
一
九
三
九
年
三
月
に
開
始
し
、
約
三

年
後
の
一
九
四
二
年
六
月
に
発
電
を
開
始
し
、
同
年
九
月
に
竣
工
し
た
。
送
電
線
は
間
島
省
ま
で
一
〇
万
Ｖ
を
完
成
し
た68

。

③
桓
仁
発
電
所

　

鴨
緑
江
支
流
渾
川
の
安
東
省
桓
仁
県
に
桓
仁
ダ
ム
を
築
造
し
、
桓
仁
発
電
所
で
一
〇
万
八
千
ｋ
Ｗ
を
得
る
も
の
で
あ
る
。
桓
仁
ダ
ム
は

重
力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
で
、
堤
高
一
二
五
ｍ
、
堤
頂
長
六
七
〇
ｍ
、
堤
体
積
一
六
〇
万
㎥
で
あ
る
。
ダ
ム
の
堤
体
積
は
巨
大
で
、
豊

満
ダ
ム
の
約
七
三
％
に
も
匹
敵
す
る
。
貯
水
池
は
面
積
二
一
四
ｋ
㎡
で
あ
る
。
工
事
は
豊
満
発
電
所
の
発
電
開
始
前
年
、
一
九
四
二
年
三

月
に
着
工
し
た
。
本
体
工
事
は
右
岸
締
切
工
事
を
完
了
し
、
同
締
切
内
に
七
・
五
万
㎥
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
中
に
敗
戦
と
な
っ
た69

。

三
・
敗
戦
後
の
活
動

（
１
）
中
国
で
の
活
動

　

敗
戦
直
後
の
一
九
四
五
年
九
月
、
本
間
は
資
源
委
員
会
東
北
電
力
総
局
顧
問
と
な
っ
た70

。
資
源
委
員
会
は
す
で
に
一
九
三
二
年
一
一
月
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に
設
立
さ
れ
た
後
に
い
く
た
び
か
改
編
さ
れ
、
国
民
政
府
の
鉱
・
工
業
建
設
機
関
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
一
九
四
六
年

五
月
に
資
源
院
会
は
国
民
政
府
と
共
に
南
京
に
戻
り
、
行
政
院
の
直
属
機
関
と
な
っ
た
。
一
九
四
五
年
八
月
以
降
、
資
源
委
員
会
の
最
も

重
要
な
活
動
は
﹁
国
家
復
興
計
画
﹂
の
一
環
と
し
て
、
日
本
企
業
が
置
い
て
い
っ
た
﹁
敵
産
業
﹂
の
接
収
工
作
だ
っ
た
。
資
源
委
員
会
が

接
収
し
た
産
業
は
、
電
力
、
石
炭
鉱
業
、
石
油
工
業
、
そ
の
他
、
の
四
つ
に
大
き
く
分
け
ら
れ
た
。
満
洲
国
に
は
豊
満
発
電
所
を
初
め
多

く
の
発
電
所
が
あ
っ
た
が
、
ソ
連
軍
が
各
発
電
所
の
発
電
施
設
を
戦
利
品
と
し
て
撤
去
・
破
壊
し
た
た
め
、
資
源
委
員
会
が
実
際
に
接
収

し
た
発
電
所
の
発
電
容
量
数
は
約
二
〇
万
ｋ
Ｗ
に
過
ぎ
な
か
っ
た71

。
資
源
委
員
会
は
一
九
四
六
年
末
ま
で
に
、
三
二
億
六
六
〇
〇
万
元

︵
一
九
三
七
年
の
価
格
で
約
一
〇
億
ド
ル
︶
と
評
価
さ
れ
る
二
九
二
の
大
規
模
日
本
企
業
を
接
収
し
た
。
資
源
委
員
会
は
こ
れ
ら
の
企
業

を
、
三
万
三
千
人
の
職
員
と
二
二
万
人
の
労
働
者
を
擁
す
る
九
四
の
企
業
集
団
に
改
組
し
た
。
資
源
委
員
会
は
新
た
に
﹁
国
営
工
業
三
年

建
設
計
画
﹂
を
ま
と
め
、
一
九
四
六
年
以
降
、
九
億
二
三
〇
〇
万
元
を
投
資
し
、
鉄
、
ア
ル
ミ
ニ
ュ
ウ
ム
製
品
、
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
、
発
電

機
、
電
線
・
ケ
ー
ブ
ル
等
を
大
規
模
に
生
産
す
る
予
定
だ
っ
た
。
一
九
四
七
年
資
源
委
員
会
傘
下
企
業
は
、
電
力
で
見
る
と
全
中
国
の
発

電
量
の
八
三
％
を
生
産
し
た72

。
本
間
は
資
源
委
員
会
の
こ
う
し
た
電
力
増
産
活
動
に
深
く
関
与
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　

一
九
四
六
年
三
月
、
本
間
は
中
華
民
国
国
立
東
北
大
学
工
学
部
教
授
兼
任
と
な
っ
た73

。
お
そ
ら
く
東
北
大
学
工
学
部
で
講
義
を
お
こ

な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
東
北
大
学
は
一
九
二
二
年
に
遼
寧
省
の
瀋
陽
に
設
立
さ
れ
た
。
初
代
の
校
長
は
王
永
江
で
、
当
初
は
文
法
科
学

部
、
理
工
科
学
部
の
二
学
部
を
設
置
し
た
。
第
三
代
校
長
に
張
学
良
が
就
任
し
た
こ
と
も
あ
り
、
大
量
の
運
営
資
金
が
投
入
さ
れ
、
大

学
の
規
模
は
急
速
に
拡
大
し
た
。
満
州
事
変
以
降
は
瀋
陽
を
離
れ
、
一
九
三
一
年
九
月
に
北
平
︵
北
京
︶、
一
九
三
六
年
二
月
に
西
安
、
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一
九
三
八
年
三
月
に
四
川
省
三
台
県
へ
と
避
難
を
続
け
た
。
一
九
四
六
年
に
よ
う
や
く
瀋
陽
に
戻
っ
て
き
た74

。

　

中
国
東
北
部
の
混
乱
の
中
、
本
間
は
政
治
的
な
苦
境
に
立
つ
こ
と
も
あ
っ
た
。
本
間
の
部
下
は
、
そ
の
場
面
を
﹁
戦
後
満
洲
の
地
は
国

民
軍
、
共
産
軍
、
ソ
聯
軍
が
交
互
に
進
駐
し
て
来
て
、
本
間
さ
ん
に
も
旧
利
権
の
追
及
が
及
び
、
再
三
苦
境
に
立
た
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ

た75

﹂
と
証
言
し
て
い
る
。
中
国
滞
在
期
を
本
間
は
後
に
、﹁
蒋
介
石
の
中
華
民
国
の
懇
望
で
三
年
許
り
居
残
っ
た
が
、
蒋
政
権
の
形
勢
は

日
に
日
に
非
、
朝
に
一
城
夕
に
一
城
の
有
様
、
奉
天
城
の
陥
落
寸
前
、
米
軍
の
救
援
飛
行
機
で
中
共
の
手
を
逃
れ
た76

﹂と
回
顧
し
て
い
る
。

（
２
）
日
本
で
の
活
動

　

一
九
四
八
年
六
月
、
五
九
歳
の
本
間
は
よ
う
や
く
中
国
か
ら
日
本
に
帰
国
し
た77

。
本
間
は
一
時
期
豊
建
設
会
社
に
入
社
し
、
静
岡
県

御
殿
場
の
道
路
建
設
に
従
事
し
た78

。
一
九
四
九
年
に
東
京
都
水
道
局
技
術
顧
問
と
な
り
、
小
河
内
ダ
ム
建
設
に
関
係
し
た
。
後
に
、
埼

玉
県
総
合
開
発
審
議
会
委
員
、
小
金
井
市
都
市
計
画
審
議
委
員
会
委
員
兼
任
と
な
っ
た79

。
小
河
内
ダ
ム
建
設
の
計
画
は
東
京
市
に
よ
り

一
九
三
一
年
に
発
表
さ
れ
た
が
、
地
元
や
下
流
水
利
権
者
の
反
対
で
そ
の
交
渉
は
難
渋
し
た
。
一
九
三
八
年
一
一
月
に
起
工
し
た
が
、
戦

時
下
の
た
め
一
九
四
三
年
一
〇
月
に
工
事
は
中
断
し
て
い
た
。
戦
後
の
一
九
四
八
年
九
月
に
再
び
着
工
し
、
一
九
五
七
年
一
一
月
に
完
成

し
た
。
小
河
内
ダ
ム
は
重
力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
、
堤
高
一
四
九
ｍ
、
堤
頂
長
三
五
三
ｍ
、
堤
体
積
一
六
七
万
五
六
八
〇
㎥
で
あ
る
。

小
河
内
ダ
ム
の
堤
体
積
は
本
間
が
満
洲
国
で
監
督
し
た
豊
満
ダ
ム
の
約
八
〇
％
だ
っ
た
。
小
河
内
発
電
所
の
出
力
は
一
万
九
千
ｋ
Ｗ
で
あ

る
。
調
整
池
は
流
域
面
積
二
六
二
・
八
八
ｋ
㎡
、
満
水
面
積
は
四
・
二
五
ｋ
㎡
で
あ
る
。
工
事
の
死
者
は
八
六
名
︵
戦
前
二
五
名
、
戦
後

六
一
名
︶
と
多
く
、
日
本
人
は
八
〇
名
、
朝
鮮
人
は
六
名
︵
戦
前
五
名
、
戦
後
一
名
︶
だ
っ
た
。
工
事
で
は
、
吉
田
徳
次
郎
︵
コ
ン
ク
リ
ー
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ト
・
前
九
州
大
学
教
授
︶、
小
野
基
樹
︵
水
道
・
前
東
京
市
水
道
局
長
︶、
鈴
木
雅
次
︵
港
湾
・
内
務
省
技
監
︶、
久
保
譲
︵
水
道
・
前
東

京
市
水
道
局
︶、
久
保
田
豊
︵
発
電
・
前
鴨
緑
江
水
電
社
長
︶、
本
間
の
六
名
が
技
術
顧
問
と
な
っ
た80

。
本
間
を
通
し
て
満
洲
国
に
お
け
る

ダ
ム
施
工
技
術
は
こ
の
よ
う
な
形
で
日
本
に
還
流
し
た
と
い
え
る
。

　

本
間
は
一
九
五
三
年
一
二
月
に
︵
社
︶
日
本
開
発
技
術
協
会
︵
以
下
、
協
会
と
す
る
︶
を
設
立
し
、
理
事
長
に
就
任
し
た
。
一
九
五
六

年
ま
で
は
、
主
に
県
、
大
企
業
よ
り
発
電
水
力
に
関
す
る
調
査
設
計
を
受
託
し
た
。
業
務
規
模
は
年
二
〇
〇
～
五
〇
〇
万
円
程
度
だ
っ

た
。
一
九
五
七
年
以
降
は
、
東
京
都
の
委
託
を
受
注
し
た
。
協
会
の
理
事
は
一
七
名
、
監
事
二
名
、
顧
問
三
名
で
あ
り
、
全
員
が
東
京
大

学
︵
土
木
、
電
気
、
農
業
︶
の
卒
業
生
で
あ
る
。
陣
容
は
、
常
任
理
事
一
名
、
参
事
二
名
、
研
究
員
三
名
、
事
務
員
一
名
で
あ
る
。
当
初

は
営
業
活
動
を
行
わ
ず
、
ト
ッ
プ
営
業
だ
け
で
仕
事
を
受
注
し
た81

。
毎
年
、
一
、二
件
は
比
較
的
大
き
な
業
務
を
受
注
し
た
。
一
九
五
三

年
は
琵
琶
湖
電
源
開
発
実
施
設
計
︵
滋
賀
県
︶、
一
九
五
四
年
は
二
瀬
発
電
所
実
施
設
計
︵
埼
玉
県
︶、
荒
川
第
一
発
電
所
実
施
設
計
︵
日

本
水
素
︶、
一
九
五
五
年
は
ラ
グ
マ
ン
発
電
所
実
施
設
計
︵
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
︶、
大
洞
発
電
所
実
施
設
計
︵
埼
玉
県
︶、
一
九
五
六
年
は

荒
川
第
二
発
電
所
実
施
設
計
︵
日
本
軽
金
属
︶
な
ど
だ
っ
た
。
二
瀬
発
電
所
実
施
設
計
は
本
間
自
ら
が
五
万
分
の
一
の
地
図
で
ダ
ム
サ
イ

ト
を
発
見
し
、
埼
玉
県
に
進
言
し
た
の
が
契
機
だ
っ
た
。
本
間
は
﹁
老
齢
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
率
先
し
て
荒
川
各
支
流
の
末
端
迄
度
度
踏

査
﹂
し
た
。
荒
川
第
一
発
電
所
は
新
潟
県
坂
町
に
河
口
を
持
つ
荒
川
に
ダ
ム
式
発
電
所
を
建
設
す
る
計
画
だ
っ
た
。
こ
の
計
画
は
後
に
日

本
水
素
か
ら
日
本
軽
金
属
に
移
管
さ
れ
た
。
ラ
グ
マ
ン
発
電
所
実
施
設
計
は
安
達
遂
法
政
大
学
教
授
︵
元
総
督
府
調
査
官
︶
ら
と
共
に
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
首
都
カ
ブ
ー
ル
に
到
着
し
た
。
陸
路
で
ラ
グ
マ
ン
ま
で
行
き
、
現
地
調
査
を
行
っ
た82

。
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本
間
は
友
人
関
係
、
協
会
独
自
の
営
業
活
動
を
続
け
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
期
か
ら
同
業
者
は
次
々
と
誕
生
し
、
競
争
は
激
化
し
た
。

協
会
も
利
益
追
求
の
会
社
組
織
に
変
更
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
。
こ
の
た
め
、
本
間
は
一
九
六
三
年
三
月
に
協
会
を
発
展
的
に
解
消
し
、

︵
株
︶
開
発
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
設
立
し
て
、
社
長
に
就
任
し
た
。
資
本
金
五
〇
〇
万
円
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
朝
鮮
、
満
洲
国
で
本
間
の

部
下
だ
っ
た
内
田
弘
四
が
社
長
を
務
め
る
大
豊
建
設
の
特
別
な
支
援
が
あ
っ
た
。
営
業
種
目
と
し
て
は
、﹁
建
設
事
業
の
調
査
、
計
画

及
び
設
計
﹂、｢

水
力
発
電
、
其
他
構
造
物
の
基
礎
工
法
に
関
す
る
調
査
、
研
究
及
び
設
計｣

な
ど
だ
っ
た
。
わ
ず
か
一
年
三
个
月
後
の

一
九
六
四
年
六
月
に
本
間
は
社
長
を
退
き
、
会
長
と
な
っ
た
。
第
二
代
社
長
は
伊
藤
令
二
で
あ
る83

。

　

晩
年
の
本
間
の
姿
を
、
長
男
は
﹁
毎
日
庭
や
植
木
い
じ
り
に
過
し
、
週
に
二
回
程
度
会
社
に
行
き
、
そ
の
帰
り
に
、
学
士
会
館
や
大
豊

建
設
の
内
田
社
長
︵
現
会
長
︶
の
所
へ
将
棋
や
碁
を
さ
し
に
行
く
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た84

﹂
と
述
べ
て
い
る
。
一
九
七
二
年
二
月

に
甥
で
あ
る
義
孝
が
死
亡
し
た85

。
約
二
年
後
の
一
九
七
四
年
一
月
、
本
間
は
死
亡
し
た
。
享
年
八
四
で
あ
る
。
本
間
の
葬
儀
で
は
一
高
、

東
京
大
学
で
同
期
だ
っ
た
内
海
清
温
、
総
督
府
と
満
洲
国
で
本
間
の
部
下
だ
っ
た
内
田
弘
四
大
豊
建
設
社
長
、︵
株
︶
開
発
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
の
伊
藤
令
二
社
長
の
三
人
が
弔
辞
を
読
ん
だ86

。

（
３
）
本
間
の
過
去
の
工
事
認
識

　

本
間
は
敗
戦
前
に
自
分
が
朝
鮮
、
満
洲
国
で
行
っ
た
土
木
工
事
を
、
戦
後
は
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
一
九
六
六

年
、
七
六
歳
の
本
間
は
朝
鮮
で
の
土
木
活
動
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
ま
ず
、
日
本
が
朝
鮮
で
行
な
っ
た
土
木
工
事
全
般
の
評
価
で

あ
る
。
本
間
は
﹁
日
本
は
、
こ
こ
︹
朝
鮮
＝
広
瀬
︺
の
住
民
の
た
め
、
各
種
の
文
化
施
設
を
し
て
、
住
み
よ
い
土
地
に
す
る
政
治
を
し
た
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の
で
あ
る
。
従
つ
て
、
国
土
建
設
な
ど
の
土
木
事
業
が
、
第
一
番
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
だ
と
思
う
。
実
績
か
ら
い
っ
て
、
伊
藤
統
監
以

来
、
歴
代
総
督
も
、
そ
の
た
め
に
非
常
に
努
力
せ
ら
れ
た
形
跡
が
残
っ
て
お
る
。︵
中
略
︶
日
本
は
、
自
国
の
勢
力
下
に
入
つ
た
と
こ
ろ

は
、
国
土
開
発
の
仕
事
を
ま
ず
第
一
に
や
る
。
考
え
れ
ば
馬
鹿
げ
た
こ
と
の
よ
う
で
も
あ
る
が
⋮
⋮
︵
中
略
︶
こ
の
よ
う
な
朝
鮮
の
大
土

木
施
設
の
ほ
と
ん
ど
は
、
日
本
の
予
算
で
賄
わ
れ
た
も
の
で
、
相
当
巨
額
の
国
費
が
投
じ
ら
れ
て
い
る
筈
で
あ
る
﹂
と
述
べ
て
い
る
。
特

に
欧
米
諸
国
が
植
民
地
︵
東
南
ア
ジ
ア
、
イ
ン
ド
︶
を
支
配
し
た
時
、﹁
そ
の
国
土
全
体
の
開
発
と
か
改
良
と
か
い
う
よ
う
な
仕
事
は
さ
っ

ぱ
り
や
っ
て
い
な
い
﹂
と
批
判
し
た87

。
こ
れ
ら
と
の
対
比
で
、
日
本
の
朝
鮮
で
の
土
木
工
事
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。

　

続
い
て
、
各
種
土
木
工
事
の
評
価
で
あ
る
。
本
間
は
鉄
道
、
港
湾
、
道
路
、
都
市
施
設
、
河
川
改
修
、
利
水
計
画
、
水
力
発
電
な
ど
に

具
体
的
に
触
れ
、
最
終
的
に
次
の
よ
う
に
結
論
付
け
て
い
る
。﹁
私
共
の
眼
か
ら
見
た
土
木
事
業
に
つ
い
て
、
公
平
に
見
て
こ
れ
は
よ
く

で
き
て
い
る
な
と
思
う
施
設
を
挙
げ
て
み
る
と
、
ま
ず
、
港
湾
施
設
で
あ
る
。
こ
れ
は
確
か
に
相
当
の
誇
り
と
し
て
よ
い
と
思
う
。︵
中

略
︶
道
路
は
、
こ
れ
は
ま
だ
何
と
し
て
も
当
時
の
国
情
か
ら
見
て
や
む
を
得
ぬ
も
の
が
あ
つ
た
と
思
う
。
但
し
、
道
路
に
付
随
し
て
、
ど

う
し
て
も
必
要
と
な
る
橋
梁
に
つ
い
て
は
、
朝
鮮
の
三
大
橋
と
呼
ば
れ
て
い
た
大
同
大
橋
︵
大
正
一
二
年
竣
工
︶、
咸
興
の
城
川
江
に
架

か
る
万
歳
橋
︵
昭
和
四
年
竣
工
︶、
お
よ
び
京
城
漢
江
の
漢
江
大
橋
︵
旧
鉄
橋
は
大
正
六
年
十
月
竣
工
・
架
け
替
え
の
新
大
橋
は
昭
和
四

年
九
月
竣
工
︶な
ど
は
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
何
れ
も
、
幸
い
な
こ
と
に
私
の
所
管
時
代
に
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

︵
中
略
︶
概
し
て
、
道
路
は
あ
ま
り
自
慢
で
き
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
河
川
改
修
事
業
と
港
湾
事
業
及
び
水
力
電
気
は
、
国
造
り
、

国
土
改
良
事
業
と
し
て
相
当
目
覚
ま
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
う
次
第
で
あ
る88

﹂
と
、
港
湾
、
河
川
改
修
、
水
力
電
気
を
高
く
評
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価
し
て
い
る
。

　

本
間
は
総
督
府
の
土
木
工
事
は
朝
鮮
人
の
た
め
に
行
っ
た
も
の
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
、
こ
れ
ら
の
土
木
工

事
が
日
本
の
朝
鮮
に
お
け
る
治
安
対
策
と
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い
た
こ
と
も
正
直
に
指
摘
し
て
い
る
。﹁
鉄
道
、
港
湾
、
道
路
な
ど
交

通
関
係
の
仕
事
は
治
安
保
持
に
も
密
接
な
関
係
が
あ
る
の
で
、
そ
の
面
か
ら
も
第
一
に
採
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
と
思
う89

﹂と
述
べ
て
い
る
。

　

第
二
に
、
満
洲
国
で
の
活
動
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
た
の
か
。
一
九
六
四
年
、
七
五
歳
の
本
間
は
満
洲
国
の
工
業
化
を
次
の
よ
う

に
回
顧
し
て
い
る
。﹁
日
本
の
大
工
業
会
社
が
こ
ぞ
っ
て
満
洲
国
法
人
と
し
て
の
子
会
社
を
持
つ
よ
う
な
気
運
を
生
じ
、
奉
天
鉄
西
大
工

業
地
帯
の
よ
う
な
も
の
が
一
朝
に
し
て
蜃
気
楼
的
に
出
現
し
、
ま
る
で
日
本
工
場
の
デ
パ
ー
ト
の
ご
と
き
光
景
を
呈
し
た
。
こ
れ
が
敗
戦

と
と
も
に
燎
爛
鉄
西
文
化
も
一
夢
と
消
え
失
せ
た
が
、
民
族
興
亡
史
の
一
駒
と
嘆
ず
る
よ
り
外
は
な
い90

﹂ 

と
、﹁
民
族
興
亡
史
﹂
的
な
立

場
か
ら
振
り
返
っ
て
い
る
。
ま
た
、
豊
満
発
電
所
建
設
に
関
し
て
、
本
間
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。﹁
本
計
画
は
あ
ま
り
に
も
大
規

模
で
、
日
本
内
地
等
で
は
想
像
も
で
き
な
い
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
い
か
に
満
州
が
人
煙
希
薄
と
言
っ
て
も
、
三
万
町
部
の
耕
地
と

八
千
戸
の
人
家
を
水
没
せ
し
む
る
と
い
う
こ
と
は
容
易
な
仕
事
で
は
な
か
っ
た
。
半
年
凍
結
し
て
い
る
冷
寒
地
で
、
二
百
万
立
方
メ
ー
ト

ル
の
コ
ン
ク
リ
ー
打
ち
︵
日
本
小
河
内
ダ
ム
は
百
五
十
万
︶
し
か
も
早
急
を
要
す
る
の
で
無
理
な
工
程
で
あ
っ
た
。
松
花
江
の
締
め
切
り

工
事
等
も
技
術
的
に
は
興
味
深
い
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
た
く
さ
ん
の
新
技
術
が
生
れ
た
の
も
当
然
で
あ
る
﹂
と
、
計
画
自
体

に
か
な
り
無
理
が
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
ま
た
、
本
間
は
自
分
の
功
績
に
は
触
れ
ず
、﹁
本
計
画
は
前
述
の
ご
と
く
満
洲
国
と
し

て
は
国
力
を
あ
げ
て
の
大
事
業
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
誰
が
作
っ
た
と
い
う
こ
と
な
く
国
力
の
総
力
結
集
で
自
然
に
で
き
上
が
っ
た
よ
う
な
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格
好
で
あ
っ
た
﹂
と
謙
遜
し
て
い
る91

。 
　

第
三
に
、
戦
後
日
本
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
た
の
か
。
一
九
七
三
年
、
八
三
歳
の
本
間
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。﹁
終
戦
後
日
本

帝
国
欽
定
憲
法
は
廃
止
、
マ
ッ
カ
ア
サ
ー
制
の
米
国
押
付
け
憲
法
の
時
代
と
な
っ
た
。
元
よ
り
日
本
の
弱
体
化
を
狙
っ
て
借
着
故
、
寸
の

合
わ
な
い
所
が
沢
山
あ
る
。
忠
君
・
愛
国
・
孝
行
等
の
文
字
は
余
り
見
受
け
ら
れ
な
い
。
親
子
の
殺
傷
事
件
で
も
判
決
は
無
関
係
の
様
だ
。

こ
れ
は
余
り
に
も
極
端
で
、
人
間
と
動
物
の
区
別
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
又
進
化
論
の
原
理
に
も
、
も
と
る
と
思
う
。
即
ち
私
は
国
家

組
織
の
最
下
部
単
位
と
し
て
家
族
制
度
を
残
し
、
幼
児
や
老
人
の
福
祉
問
題
は
同
族
間
で
処
理
す
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
れ
が
真
の
福
祉
国

家
で
極
楽
浄
土
で
も
あ
る92

﹂
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
晩
年
の
本
間
は
保
守
主
義
者
で
あ
り
、
家
族
主
義
者
で
あ
り
、
戦
後
の
風
潮
に

批
判
的
だ
っ
た
。

お
わ
り
に

　

以
上
述
べ
た
こ
と
を
要
約
す
れ
ば
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

本
間
徳
雄
は
東
京
帝
国
大
学
工
学
部
を
卒
業
し
、
一
九
一
五
年
に
朝
鮮
総
督
府
に
入
り
、
一
九
三
三
年
ま
で
一
八
年
間
勤
務
す
る
。
大

同
江
出
張
所
所
長
、
京
城
出
張
所
所
長
を
務
め
、
特
に
大
同
橋
、
漢
江
橋
な
ど
を
設
計
し
、
橋
梁
工
事
の
第
一
人
者
に
な
る
。
総
督
府
土

木
課
で
は
第
三
位
ま
で
上
る
が
、
上
位
に
は
長
く
土
木
課
長
を
務
め
た
榛
葉
孝
平
、
甥
の
本
間
孝
義
が
お
り
、
こ
れ
以
上
の
地
位
を
望
め

ぬ
と
判
断
し
、
一
九
三
三
年
満
洲
国
に
移
っ
た
。
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本
間
は
満
洲
国
で
土
木
界
の
重
鎮
と
な
り
、
国
道
局
第
一
工
務
科
長
、
同
第
二
工
務
科
長
、
水
力
電
気
建
設
局
長
、
満
洲
土
木
学
会
会

長
、
満
洲
電
業
副
理
事
長
を
歴
任
し
た
。
一
九
三
九
年
か
ら
は
水
力
電
気
建
設
局
長
と
し
て
、
豊
満
発
電
所
、
鏡
泊
湖
発
電
所
、
桓
仁
発

電
所
建
設
を
指
揮
し
た
。
特
に
豊
満
発
電
所
は
当
時
世
界
最
高
級
の
重
力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
だ
っ
た
。
こ
の
工
事
は
日
本
の
高
い
土

木
技
術
力
を
示
し
た
が
、
一
方
で
は
多
く
の
中
国
人
労
働
者
が
犠
牲
者
に
な
っ
た
。

　

敗
戦
後
は
国
民
政
府
に
よ
っ
て
抑
留
さ
れ
、
資
源
委
員
会
東
北
電
力
総
局
顧
問
、
東
北
大
学
工
学
部
教
授
を
務
め
た
。
一
九
四
八
年
に

日
本
へ
の
帰
国
後
も
本
間
は
土
木
事
業
に
従
事
し
た
。
一
九
五
三
年
に
日
本
開
発
技
術
協
会
を
創
設
し
理
事
長
を
、
一
九
六
三
年
に
開
発

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
創
設
し
社
長
を
務
め
た
。
こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
じ
て
、
朝
鮮
、
満
洲
国
で
の
土
木
技
術
は
日
本
に
還
流
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1　

広
瀬
貞
三
﹁
朝
鮮
総
督
府
の
土
木
官
僚
﹂、
松
田
利
彦
・
や
ま
だ
あ
つ
し
編
﹃
日
本
の
朝
鮮
・
台
湾
支
配
と
植
民
地
官
僚
﹄︵
思
文
閣
出
版
、

二
〇
〇
九
年
︶
二
六
〇
～
三
〇
二
頁
。

2　

前
掲
広
瀬
貞
三
論
文
﹁
朝
鮮
総
督
府
の
土
木
官
僚
﹂、
前
掲
書
﹃
日
本
の
朝
鮮
・
台
湾
支
配
と
植
民
地
官
僚
﹄
二
六
四
～
二
七
八
頁
。

3　

本
間
三
保
子
編
﹃
本
間
徳
雄
を
偲
ん
で
﹄︵
同
人
、
一
九
七
七
年
︶。︵
以
下
、﹃
偲
ん
で
﹄
と
す
る
︶。

4　

本
間
孝
義
の
経
歴
は
、
榛
葉
孝
平
・
本
間
孝
義
・
本
間
徳
雄
﹃
朝
鮮
の
国
土
開
発
事
業
﹄︵
友
邦
協
会
、
一
九
六
七
年
︶
三
一
頁
。

5　

内
海
清
温
﹁
畏
友
本
間
徳
雄
君
を
偲
ぶ
﹂、
前
掲
書
﹃
偲
ん
で
﹄
五
六
頁
。

6　

東
大
土
木
同
窓
会
編
﹃
東
大
土
木
同
窓
会
・
会
員
名
簿
﹄︵
同
会
、
一
九
八
一
年
︶
一
四
頁
。
二
人
の
同
期
生
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
。
内
海
清

温
は
、
内
海
清
温
先
生
追
想
録
刊
行
会
編
﹃
内
海
清
温
﹄︵
同
会
、
一
九
八
五
年
︶、
田
淵
寿
郎
は
、
田
淵
寿
郎
﹃
あ
る
土
木
技
師
の
半
自
叙
伝
﹄︵
中

29（　）

朝
鮮
総
督
府
の
土
木
官
僚
本
間
徳
雄
の
活
動
︵
広
瀬
︶

六
一
七



部
経
済
連
合
会
、
一
九
六
二
年
︶、
田
淵
寿
郎
氏
追
想
録
編
集
委
員
会
編
﹃
田
淵
寿
郎
氏
を
偲
ぶ
﹄︵
同
会
、
一
九
七
五
年
︶
参
照
。

7　
﹁
略
歴
﹂、
前
掲
書
﹃
偲
ん
で
﹄
三
三
一
頁
。

8　

山
岸
庄
治
﹁
漢
江
大
水
害
の
思
い
出
﹂、
内
田
襄
編
﹃
朝
鮮
時
代
の
想
い
出
﹄
第
二
集
︵
同
人
、
一
九
八
六
年
︶
五
五
～
五
六
頁
。

9　

一
九
一
〇
年
代
の
道
路
工
事
に
つ
い
て
は
、
広
瀬
貞
三
﹁
一
九
一
〇
年
代
の
道
路
建
設
と
朝
鮮
社
会
﹂﹃
朝
鮮
学
報
﹄
一
六
四
号
︵
一
九
九
七
年
七
月
︶

参
照
。

10　

서
울
特
別
市
編
纂
委
員
会
編
﹃
漢
江
史
﹄︵
同
市
、
一
九
八
五
年
︶
四
九
六
～
四
九
七
頁
。
間
組
百
年
史
編
集
委
員
会
編
﹃
間
組
百
年
史
・

一
八
八
一

－

一
九
四
五
﹄︵
同
社
、
一
九
八
九
年
︶
二
〇
五
～
二
〇
八
頁
。︵
以
下
、﹃
間
組
百
年
史
﹄
と
す
る
︶。

11　

申
明
直
著
岸
井
紀
子
・
古
田
富
建
訳
﹃
幻
想
と
絶
望
︱
漫
文
漫
画
で
読
み
解
く
日
本
統
治
時
代
の
京
城
﹄︵
東
洋
経
済
新
報
社
、
二
〇
〇
七
年
︶

五
八
～
五
九
頁
。

12　

中
島
時
雄
﹁
本
間
先
輩
を
偲
ぶ
﹂、
前
掲
書
﹃
偲
ん
で
﹄
八
〇
頁
。

13　

内
海
清
恩
﹁
畏
友
本
間
徳
雄
君
を
偲
ぶ
﹂、
前
掲
書
﹃
偲
ん
で
﹄
五
二
頁
。

14　

本
間
徳
雄
﹁
大
同
橋
に
就
い
て
﹂﹃
朝
鮮
﹄
一
〇
二
号
︵
一
九
二
三
年
一
〇
月
︶
二
四
二
～
二
四
六
頁
。

15　

中
島
時
雄
﹁
本
間
先
輩
を
偲
ぶ
﹂、
前
掲
書
﹃
偲
ん
で
﹄
八
〇
頁
。

16　

内
務
省
復
興
局
に
よ
っ
て
隅
田
川
に
築
造
さ
れ
た
六
橋
梁
に
つ
い
て
は
、
伊
東
孝
﹃
東
京
の
橋
︱
水
辺
の
都
市
景
観
﹄︵
鹿
島
出
版
会
、
一
九
八
六
年
︶

九
〇
～
一
六
〇
頁
参
照
。

17　

鴨
緑
江
橋
工
事
に
つ
い
て
は
、
朝
鮮
総
督
府
鉄
道
局
編
﹃
鴨
緑
江
橋
梁
工
事
報
告
﹄︵
同
局
、
一
九
一
二
年
︶、
前
掲
書
﹃
間
組
百
年
史
﹄
一
七
一
～

一
八
五
頁
参
照
。

18　

本
間
三
保
子
﹁
追
憶
の
記
﹂、
前
掲
書
﹃
偲
ん
で
﹄
二
六
七
～
二
六
八
頁
。

19　

町
田
義
知
﹁
本
間
さ
ん
の
思
い
出
﹂、
前
掲
書
﹃
偲
ん
で
﹄
七
三
頁
。

20　

口
絵
写
真
、
前
掲
書
﹃
偲
ん
で
﹄
頁
数
な
し
。
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21　

各
出
張
所
で
は
詳
細
な
出
張
所
工
事
誌
を
作
成
し
た
。
現
存
す
る
出
張
所
工
事
誌
と
し
て
は
、
清
津
、
鎮
南
浦
、
沙
里
院
、
平
壌
、
仁
川
、
京
城
、

群
山
、
釜
山
、
麗
水
の
九
个
所
が
あ
る
。
国
家
記
録
院
﹃
朝
鮮
総
督
府
記
録
物
컬
렉
션 

가
이
드
﹄︵
同
院
、
二
〇
〇
八
年
︶
参
照
。

22　

福
西
正
雄
﹁
京
城
出
張
所
と
本
間
徳
雄
さ
ん
﹂、
前
掲
書
﹃
偲
ん
で
﹄
八
八
頁
。

23　

三
峰
会
編
﹃
三
峰
下
岡
忠
治
伝
﹄︵
同
会
、
一
九
三
〇
年
︶
二
八
八
～
二
九
〇
頁
。

24　

山
岸
庄
治
﹁
漢
江
大
水
害
の
思
い
出
﹂、
前
掲
書
内
田
襄
編
﹃
朝
鮮
時
代
の
想
い
出
﹄
第
二
集
、
五
五
～
五
六
頁
。
一
九
二
五
年
の
大
水
害
に
関
し
て

は
、
有
賀
信
一
郎
編﹃
乙
丑
漢
江
水
害
誌
﹄︵
乙
丑
漢
江
水
害
誌
編
纂
所
、
一
九
二
五
年
︶、
朝
鮮
総
督
府
内
務
局
土
木
課﹃
大
正
一
四
年
朝
鮮
ノ
洪
水
﹄

︵
同
課
、
一
九
二
六
年
︶
参
照
。

25　

本
間
徳
雄
﹁
漢
江
改
修
計
画
に
就
て
﹂﹃
朝
鮮
土
木
建
築
協
会
会
報
﹄
一
一
一
号
︵
一
九
二
七
年
八
月
︶
一
四
～
一
五
頁
。
詳
細
は
、
朝
鮮
総
督
府

﹃
朝
鮮
河
川
調
査
書
﹄︵
同
府
、
一
九
二
九
年
︶
六
〇
三
～
六
五
四
頁
、
朝
鮮
総
督
府
﹃
朝
鮮
土
木
事
業
誌
︵
昭
和
三
年
迄
︶﹄︵
同
府
、
一
九
三
七
年
︶

三
〇
九
～
三
二
四
頁
参
照
。

26　

福
西
正
雄
﹁
京
城
出
張
所
と
本
間
徳
雄
さ
ん
﹂、
前
掲
書
﹃
偲
ん
で
﹄
八
八
頁
。

27　

本
間
徳
雄﹁
朝
鮮
総
督
府
内
務
局
京
城
出
張
所
の
事
業︵
二
︶﹂﹃
土
木
建
築
工
事
画
報
﹄八
巻
四
号︵
一
九
三
二
年
四
月
︶二
八
～
三
〇
頁
。
前
掲
書﹃
間

組
百
年
史
﹄
三
八
九
～
三
九
〇
頁
。

28　

本
間
徳
雄
﹁
朝
鮮
総
督
府
内
務
局
京
城
出
張
所
の
事
業
︵
一
︶﹂﹃
土
木
建
築
工
事
画
報
﹄
八
巻
三
号
︵
一
九
三
二
年
三
月
︶
二
八
～
三
九
頁
。

29　
﹃
毎
日
申
報
﹄
一
九
三
〇
年
六
月
三
日
。

30　

本
間
徳
雄
﹁
朝
鮮
総
督
府
京
城
出
張
所
の
事
業
︵
一
︶﹂﹃
土
木
建
築
工
事
画
報
﹄
八
巻
三
号
︵
一
九
三
二
年
三
月
︶
三
五
～
三
七
頁
。
仁
川
港
工
事

の
詳
細
は
、
前
掲
書
﹃
朝
鮮
土
木
事
業
誌
︵
昭
和
三
年
迄
︶﹄
七
七
三
～
八
〇
四
頁
参
照
。

31　

中
村
佳
教
﹁
美
湖
川
改
修
の
想
い
出
﹂、
前
掲
書
﹃
偲
ん
で
﹄
一
〇
二
～
一
〇
四
頁
。

32　

本
間
徳
雄
﹁
朝
鮮
総
督
府
京
城
出
張
所
の
事
業
︵
二
︶﹂﹃
土
木
建
築
工
事
画
報
﹄
八
巻
四
号
︵
一
九
三
二
年
四
月
︶
三
一
頁
。

33　

本
間
徳
雄
﹁
錦
江
橋
の
設
計
概
要
﹂﹃
朝
鮮
土
木
建
築
協
会
会
報
﹄
一
六
二
号
︵
一
九
三
二
年
二
月
︶
九
～
一
〇
頁
。
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朝
鮮
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督
府
の
土
木
官
僚
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間
徳
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︵
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︶
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34　

本
間
徳
雄
﹁
今
日
こ
そ
京
城
都
市
計
画
の
好
機
で
あ
る
﹂﹃
朝
鮮
と
建
築
﹄
五
輯
七
号
︵
一
九
二
六
年
七
月
︶
一
五
～
一
七
頁
。

35　

本
間
徳
雄
﹁
京
城
の
都
市
計
画
に
つ
い
て
﹂﹃
朝
鮮
と
建
築
﹄
八
輯
四
号
︵
一
九
二
九
年
四
月
︶
二
七
～
三
一
頁
。
京
城
の
都
市
計
画
工
事
に
関
し
て

は
、
前
掲
書
﹃
朝
鮮
土
木
事
業
誌
︵
昭
和
三
年
迄
︶﹄
一
〇
三
六
～
一
〇
四
六
頁
、
孫
禎
睦
﹃
日
帝
強
占
期
都
市
計
画
研
究
﹄︵
一
志
社
、
一
九
九
〇
年
︶

一
一
五
～
一
七
六
頁
、
廉
馥
圭
﹃
서
울
의 

起
源 

京
城
의 

誕
生
︱1910-1945

都
市
計
画
으
로 

본 

京
城
의 

歴
史
﹄︵
이
데
아
、
二
〇
一
六
年
︶
参
照
。

36　

本
間
徳
雄
﹁
工
事
監
督
に
就
い
て
﹂﹃
朝
鮮
土
木
建
築
協
会
会
報
﹄
一
〇
四
号
︵
一
九
二
七
年
一
月
︶
一
九
～
二
〇
頁
。

37　

本
間
徳
雄
﹁
富
国
の
源
、
科
学
知
識
﹂﹃
朝
鮮
土
木
建
築
協
会
会
報
﹄
一
六
〇
号
︵
一
九
三
一
年
七
月
︶
五
～
七
頁

38　
﹁
略
歴
﹂、
前
掲
書
﹃
偲
ん
で
﹄
三
三
一
頁
。

39　

西
澤
泰
彦
﹁﹁
満
洲
国
﹂
の
建
設
事
業
﹂、
山
本
有
造
編
﹃﹁
満
洲
国
﹂
の
研
究
﹄︵
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
九
三
年
︶
三
八
三
～
三
八
八
頁
。

40　

町
田
義
和
﹁
本
間
さ
ん
の
思
い
出
﹂、
前
掲
書
﹃
偲
ん
で
﹄
七
三
頁
。

41　

本
間
義
雄
﹁
徳
雄
大
叔
父
﹂、
前
掲
書
﹃
偲
ん
で
﹄
二
一
九
頁
。

42　

本
間
徳
雄
﹁
関
東
軍
特
務
時
代
の
秋
山
中
佐
を
偲
ぶ
﹂、
秋
山
徳
三
郎
追
想
録
編
集
委
員
会
編
﹃
秋
山
徳
三
郎
君
を
偲
ぶ
﹄︵
新
光
道
路
株
式
会
社
、

一
九
六
八
年
︶
一
一
五
頁
。
大
村
卓
一
に
つ
い
て
は
、
大
村
卓
一
﹃
大
陸
に
在
り
て
﹄︵
勝
進
社
、
一
九
四
四
年
︶、
大
村
卓
一
追
悼
録
編
纂
委
員
会

編
﹃
大
村
卓
一
﹄︵
同
会
、
一
九
七
四
年
︶
参
照
。

43　

川
澤
章
明
が
裡
里
出
張
所
所
長
時
に
行
っ
た
万
頃
江
改
修
工
事
に
つ
い
て
は
、
広
瀬
貞
三
﹁
植
民
地
期
朝
鮮
に
お
け
る
万
頃
江
改
修
工
事
と
土
地
収

用
令
﹂﹃
福
岡
大
学
研
究
論
集
Ａ
：
人
文
科
学
編
﹄
一
〇
巻
三
号
︵
二
〇
一
〇
年
一
一
月
︶、
松
本
武
祝
﹁
植
民
地
朝
鮮
に
お
け
る
河
川
改
修
工
事
を

め
ぐ
る｢

公
共
性｣

－

全
羅
北
道
・
万
頃
江
改
修
を
事
例
と
し
て
﹂﹃
日
本
植
民
地
研
究
﹄
二
七
号
︵
二
〇
一
五
年
六
月
︶
参
照
。

44　
﹁
略
歴
﹂、
前
掲
書
﹃
偲
ん
で
﹄
三
三
一
頁
。
前
掲
論
文
西
澤
泰
彦
﹁﹁
満
洲
国
﹂
の
建
設
事
業
﹂、
前
掲
書
﹃﹁
満
洲
国
﹂
の
研
究
﹄
四
〇
三
頁
。

45　

大
淀
昇
一
﹃
宮
本
武
之
輔
と
科
学
技
術
行
政
﹄︵
東
海
大
学
出
版
会
、
一
九
八
九
年
︶
一
九
一
頁
。

46　

前
掲
論
文
本
間
徳
雄
﹁
関
東
軍
特
務
時
代
の
秋
山
中
佐
を
偲
ぶ
﹂、
前
掲
書
﹃
秋
山
徳
三
郎
君
を
偲
ぶ
﹄
一
一
五
～
一
一
八
頁
。
秋
山
は
一
九
三
六
年

一
二
月
に
陸
軍
航
空
本
部
第
二
部
長
、
一
九
四
一
年
一
月
に
陸
軍
築
城
本
部
長
、
一
九
四
四
年
一
一
月
に
陸
軍
燃
料
本
部
長
等
を
歴
任
し
た
。
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47　

直
木
倫
太
郎
に
つ
い
て
は
、
国
土
政
策
機
構
編
﹃
国
土
を
創
っ
た
土
木
技
術
者
た
ち
﹄︵
鹿
島
出
版
会
、
二
〇
〇
〇
年
︶
二
六
八
～
二
七
五
頁
、
前
掲

書
﹃
土
木
人
物
事
典
﹄
二
〇
九
～
二
一
〇
頁
参
照
。

48　

本
荘
秀
一
﹁
本
間
徳
雄
先
生
を
偲
ぶ
﹂、
前
掲
書
﹃
偲
ん
で
﹄
一
三
〇
～
一
三
二
頁
。

49　

前
掲
書
大
淀
昇
一
﹃
宮
本
武
之
輔
と
科
学
技
術
行
政
﹄
二
〇
一
頁
。

50　
﹁
略
歴
﹂、
前
掲
書
﹃
偲
ん
で
﹄
三
三
一
頁
。

51　
﹁
略
歴
﹂、
前
掲
書
﹃
偲
ん
で
﹄
三
三
一
頁
。

52　

本
間
徳
雄
﹁
満
洲
国
水
力
電
気
事
業
に
就
て
﹂﹃
土
木
学
会
誌
﹄
二
五
巻
五
号
︵
一
九
三
九
年
五
月
︶
四
三
一
～
四
三
九
頁
。
満
洲
国
に
お
け
る
電
気

事
業
に
つ
い
て
は
、
堀
和
生
﹁﹁
満
州
国
﹂
に
お
け
る
電
力
業
と
統
制
政
策
﹂﹃
歴
史
学
研
究
﹄
五
六
四
号
︵
一
九
八
七
年
一
二
月
︶、
須
永
徳
武
﹁
満

洲
に
お
け
る
電
力
事
業
﹂﹃
立
教
経
済
学
研
究
﹄
五
九
巻
二
号
︵
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
︶
参
照
。

53　

星
野
直
樹
﹁
本
間
徳
雄
君
と
豊
満
ダ
ム
﹂、
前
掲
書
﹃
偲
ぶ
﹄
四
五
～
五
五
頁
。
原
本
は
、
星
野
直
樹
﹃
見
果
て
ぬ
夢
︱
満
州
国
外
史
﹄︵
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
社
、
一
九
六
三
年
︶
で
あ
る
。

54　

空
閑
徳
平
﹁
本
間
さ
ん
の
思
い
出
﹂、
前
掲
書
﹃
偲
ん
で
﹄
一
一
一
～
一
一
四
頁
。

55　
﹃
日
本
工
業
新
聞
﹄
一
九
四
二
年
七
月
一
六
日
。
神
戸
大
学
付
属
図
書
館
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
。

56　

土
木
学
会
八
〇
年
史
編
集
委
員
会
編
﹃
土
木
学
会
の
八
〇
年
﹄︵
同
会
、
一
九
九
四
年
︶
二
三
一
～
二
三
四
頁
。

57　

本
間
徳
雄
﹁
就
任
の
辞
﹂﹃
土
木
満
州
﹄
三
巻
四
号
︵
一
九
四
三
年
八
月
︶
一
頁
。

58　

本
間
徳
雄
﹁
年
頭
所
感
﹂﹃
土
木
満
州
﹄
四
巻
一
・
二
号
︵
一
九
四
四
年
二
月
︶
一
頁
。

59　
﹁
略
歴
﹂、
前
掲
書
﹃
偲
ん
で
﹄
三
三
一
頁
。

60　

満
洲
電
業
の
設
立
過
程
は
、﹁
満
州
電
業
史
﹂
編
纂
委
員
会
編
﹃
満
州
電
業
史
﹄︵
同
会
、
一
九
七
六
年
︶
二
五
～
九
四
頁
参
照
。

61　

前
掲
書
﹃
満
州
電
業
史
﹄
四
一
九
～
四
二
〇
頁
。

62　

内
田
弘
四
編
﹃
豊
満
ダ
ム
︱
松
花
江
堰
堤
発
電
所
工
事
実
録
﹄︵
大
豊
建
設
、
一
九
七
九
年
︶
七
頁
。︵
以
下
、﹃
豊
満
ダ
ム
﹄
と
す
る
︶。
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朝
鮮
総
督
府
の
土
木
官
僚
本
間
徳
雄
の
活
動
︵
広
瀬
︶

六
二
一



63　

前
掲
論
文
本
間
徳
雄
﹁
満
洲
国
水
力
電
気
事
業
に
就
て
﹂﹃
土
木
学
会
誌
﹄
二
五
巻
五
号
︵
一
九
三
九
年
五
月
︶、
前
掲
書
﹃
満
州
電
業
史
﹄
五
七
一

～
五
九
五
頁
、
前
掲
書
﹃
豊
満
ダ
ム
﹄、
南
龍
瑞
﹁﹁
満
洲
国
﹂
に
お
け
る
豊
満
発
電
所
の
建
設
と
戦
後
の
再
建
﹂﹃
ア
ジ
ア
経
済
﹄
四
八
巻
五
号

︵
二
〇
〇
七
年
五
月
︶
二
～
二
〇
頁
。

64　

広
瀬
貞
三
﹁
軍
需
景
気
と
電
力
建
設
工
事
﹂、
玉
城
素
編
著
﹃
産
業
の
昭
和
社
会
史
⑫
土
木
﹄︵
日
本
経
済
評
論
社
、
一
九
九
三
年
︶
一
六
〇
頁
。
空

閑
は
満
洲
国
か
ら
日
本
に
帰
国
し
た
後
、
戦
後
は
鹿
島
建
設
に
入
社
し
た
。
空
閑
徳
平
﹃
コ
ン
ク
リ
ー
ト
重
力
ダ
ム
の
施
工
法
﹄︵
鹿
島
建
設
技
術
研

究
所
、
一
九
四
九
年
︶
参
照
。

65　

水
豊
ダ
ム
建
設
に
つ
い
て
は
、
前
掲
書
﹃
間
組
百
年
史
﹄
六
三
四
～
六
四
九
頁
。
こ
の
項
は
広
瀬
貞
三
が
執
筆
し
た
。

66　

前
掲
書
﹃
豊
満
ダ
ム
﹄
六
二
～
六
八
頁
。

67　
﹁
満
洲
に
お
け
る
満
州
国
工
事
・
座
談
会
記
録
︵
３
︶﹂、
土
木
工
業
協
会
・
電
力
建
設
業
協
会
編
﹃
日
本
土
木
建
設
業
史
﹄︵
技
報
堂
、
一
九
七
一
年
︶

八
六
八
頁
。

68　

前
掲
論
文
本
間
徳
雄
﹁
満
洲
国
水
力
電
気
事
業
に
就
て
﹂﹃
土
木
学
会
誌
﹄
二
五
巻
五
号
︵
一
九
三
九
年
五
月
︶
四
三
九
頁
。
満
史
会
編
﹃
満
州
開
発

四
十
年
史
﹄
下
巻
︵
謙
光
社
、
一
九
六
四
年
︶
五
六
一
～
五
六
二
頁
。
本
間
徳
雄
﹁
豊
満
ダ
ム
﹂、
満
州
回
顧
集
刊
行
会
編
﹃
あ
ゝ
満
州
︱
国
つ
く
り

産
業
開
発
者
の
手
記
﹄︵
同
刊
行
会
、
一
九
六
五
年
︶
一
九
三
～
一
九
五
頁
。
前
掲
書
﹃
豊
満
ダ
ム
﹄
一
一
二
～
一
一
四
頁
。

69　

前
掲
書
﹃
豊
満
ダ
ム
﹄
一
一
一
～
一
一
二
頁
。

70　
﹁
略
歴
﹂、
前
掲
書
﹃
偲
ん
で
﹄
三
三
二
頁
。

71　

阮
炳
嵐
﹁
資
源
委
員
会
の
組
織
及
び
活
動
﹂﹃
オ
イ
コ
ノ
ミ
カ
﹄
三
五
巻
二
号
︵
一
九
九
八
年
一
一
月
︶
三
七
～
六
四
頁
。
こ
の
資
料
は
、
小
林
元
裕

氏
︵
東
海
大
学
文
学
部
︶
の
ご
教
示
に
よ
る
。

72　

程
麟
蓀
著
関
智
英
訳
﹁
国
民
政
府
資
源
委
員
会
と
そ
の
人
民
共
和
国
へ
の
遺
産
﹂、
久
保
亨
編
著
﹃
一
九
四
九
年
前
後
の
中
国
﹄︵
汲
古
書
院
、

二
〇
〇
六
年
︶
一
三
九
～
一
五
九
頁
。
こ
の
資
料
は
、
小
林
元
裕
氏
︵
東
海
大
学
文
学
部
︶
の
ご
教
示
に
よ
る
。

73　
﹁
略
歴
﹂、
前
掲
書
﹃
偲
ぶ
﹄
三
三
二
頁
。
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二
二



74　

中
国
・
東
北
大
学
︵http://neu.edu.on/

︶。︵
二
〇
一
七
年
五
月
五
日
確
認
︶

75　

大
畑
活
三
﹁
満
洲
よ
り
日
本
へ
﹂、
前
掲
書
﹃
偲
ん
で
﹄
一
五
九
～
一
六
四
頁
。

76　

本
間
徳
雄
﹁
身
辺
雑
記
﹂﹃
カ
ナ
オ
会
報
﹄
九
号
︵
一
九
六
八
年
五
月
︶、
前
掲
書
﹃
偲
ん
で
﹄
一
七
頁
。

77　
﹁
略
歴
﹂、
前
掲
書
﹃
偲
ん
で
﹄
三
三
二
頁
。

78　

本
間
三
歩
子
﹁
追
憶
の
記
﹂、﹃
偲
ん
で
﹄
二
八
六
頁
。

79　
﹁
略
歴
﹂、
前
掲
書
﹃
偲
ん
で
﹄
三
三
二
頁
。

80　

東
京
都
水
道
局
﹃
小
河
内
ダ
ム
﹄︵
同
局
、
一
九
三
七
年
︶
頁
数
な
し

81　

杉
浦
朝
太
郎
﹁
本
間
徳
雄
先
生
を
悼
む
﹂、
前
掲
書
﹃
偲
ん
で
﹄
三
七
三
～
三
七
六
頁
。

82　

長
谷
部
巌
﹁
本
間
先
生
の
社
団
法
人
日
本
開
発
技
術
協
会
﹂、
前
掲
書
﹃
偲
ん
で
﹄
一
七
一
～
一
八
五
頁
。
開
発
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
株
式
会
社
﹃
二
十

年
の
歩
み
﹄︵
部
外
秘
︶︵
同
社
、
一
九
八
三
年
︶
一
二
～
一
七
頁

83　

長
谷
部
厳
﹁
本
間
先
生
の
社
団
法
人
日
本
開
発
技
術
協
会
﹂、
前
掲
書
﹃
偲
ん
で
﹄
一
七
一
～
一
八
五
頁
。
伊
藤
は
一
九
〇
二
年
生
れ
で
、
一
九
二
七

年
東
京
帝
大
を
卒
業
し
た
。
そ
の
後
、
富
山
県
技
師
、
内
務
省
、
建
設
省
に
勤
務
し
た
ダ
ム
工
学
の
権
威
だ
っ
た
。
伊
藤
の
社
長
在
任
期
間
は

一
九
六
四
年
か
ら
一
九
七
六
年
ま
で
、
約
一
二
年
間
に
及
ん
だ
。
前
掲
書
﹃
二
十
年
の
歩
み
﹄︵
部
外
秘
︶
六
三
～
六
四
頁
。
こ
の
の
ち
、
二
〇
〇
七

年
二
月
に︵
株
︶開
発
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は︵
株
︶開
発
虎
ノ
門
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
改
称
し
た
。
二
〇
〇
八
年
七
月
時
点
で
資
本
金
は
四
〇
〇
〇
万
円
、

従
業
員
は
一
五
一
名
で
あ
る
。
開
発
虎
ノ
門
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
﹃
未
来
に
向
か
っ
て
ー
開
発
虎
ノ
門
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
株
式
会
社
﹄︵
同
社
、

二
〇
〇
八
年
︶
二
一
頁
。

84　

本
間
春
海
﹁
父
徳
雄
﹂、
前
掲
書
﹃
偲
ん
で
﹄
二
八
八
～
三
〇
三
頁
。

85　

本
間
義
雄
﹁
徳
雄
大
伯
父
︵
法
名
寿
信
院
釈
顕
徳
居
士
︶﹂、
前
掲
書
﹃
偲
ん
で
﹄
二
二
二
頁
。

86　
﹁
弔
辞
﹂、
前
掲
書
﹃
偲
ん
で
﹄
三
三
～
四
四
頁
。

87　

本
間
徳
雄
﹁
朝
鮮
の
土
木
工
事
に
つ
い
て
﹂、
前
掲
書
﹃
朝
鮮
の
国
土
事
業
﹄
五
八
～
五
九
頁
。
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88　

同
右
、
七
五
～
七
六
頁
。

89　

同
右
、
六
〇
頁
。 

90　

本
間
徳
雄
﹁
満
洲
工
業
の
姿
﹂、
前
掲
書
﹃
あ
ゝ
満
州
︱
国
つ
く
り
産
業
開
発
者
の
手
記
﹄
二
五
〇
～
二
五
一
頁
。

91　

前
掲
論
文
本
間
徳
雄
﹁
豊
満
ダ
ム
﹂、
前
掲
書
﹃
あ
ゝ
満
州
︱
国
つ
く
り
産
業
開
発
者
の
手
記
﹄
一
九
三
～
一
九
五
頁
。

92　
﹁
巻
頭
言
﹂﹃
カ
ナ
オ
会
﹄
一
〇
号
︵
一
九
七
三
年
七
月
︶、
本
間
義
雄
﹁
徳
雄
大
伯
父
︵
法
名
寿
信
院
釈
顕
徳
居
士
︶﹂、
前
掲
書
﹃
偲
ん
で
﹄
二
二
四
頁
。

36（　）

六
二
四


